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巻頭図版 1 愛宕神社古墳群の発掘調査

(1) 1号墳完掘状況(南から)

(2)銅鏡



巻頭図版 2 長岡京跡左京第399次の発掘調査

(1)左京第399次調査出土印章(右下は裏焼き)

(2)調査地全景(北から)



巻頭図版 3 南山城の高地性集落

宮ノ背 ・備前遺跡の主要な遺構

1 宮ノ背遺跡 1号住居(焼却された住居) 2 備前遺跡 1・2号住居(テラス状)

3・備前遺跡環濠内土器出土状況

石剣

鉄鎌

鈍

宮ノ背 ・備前遺跡の主な出土遺物(左土器右:石製品及び鉄製品)



須恵器 ・直口聾の系譜について

須恵器・直口蓋 の 系 譜 に つ い て

小池寛

1 .はじめに

大阪府大庭寺遺跡では、 TK73型式以前に比定される須恵器窯祉の発掘調査が実施され、朝鮮

半島の陶質土器が須恵器の器形に及ぼした影響について、より具体的に把握されるに至ね)た。他

方、 TK209 . 217型式の土器群を細分化し、窯の一括資料を中心に新しい型式を提唱する見解も
(注2) 

近年になって提示され始めている。これらの研究成果を概観した場合、基本的な編年は、共通の

認識として成立しているといえるが、各器形毎の系譜については十分検討できておらず、東アジ

アの陶磁器を視野に入れて、検討する必要がある。

著者は、直口蓋の集成を行い、生産が開始される時期などについて私見を提出したことが若誌。

しかし、系譜については、具体的には検討し得なかった経過がある。

本稿は、以上の経過を踏まえ、その系譜について私見を述べることを目的としている。

2.拙稿「須恵器・直口聾の基礎的検討」の要略

拙稿「須恵器 直口蓋の基礎的f袋詰」では、大阪府陶邑古窯杜群出土の直口蓋を集成し、口頭

部の高さが3crn以上の個体を a類、 3crn以下の個体を b類とし、口頚部の形態から a類.b類を

さらに細分化した。その結果、直口聾が初期須恵器には既に見られることが確認できた。また、

肩部の耳を板状・突起状の基部を穿孔する耳、環状の耳、角状の耳、癌状の耳の 4類に分類し、

環状から角状、そして、癌状に到る型式変化が正当であるか否かについて、提瓶を加えて再検討

を行った。その結果、角状の耳が癌状の耳に型式変化することは首肯できたが、環状の耳が角状

の耳に型式変化することについては、否定されるべき基礎資料を得ることができた。

本稿は、以上の検討成果を前提としており、あわせて参照して頂きたい。

3.直白書の系譜について

直口蓋の系譜を考える上で古式土師器及び陶質土器が重要なよりどころとなることについては

既に述べmf、ここでは、 a2類の系譜に深く関連する陶質土器を中心にして、形態的特徴を抽

出し、各個体毎の系譜から全体像を検討していきたい。

a 1類 集成の結果、 TK208型式を下限とする直口蓋である。口頚部の形態的特徴から陶質土

器には類似資料が見られず、布留式聾との関連が想定される。須恵器と土師器の器形には、双方

の影響が見られるが、これは、初期須恵器のみならず、 5・6世紀にも確認されており、既に多
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くの研究者によって指摘されているところで、もZZ。

a2類 直立する口頚部をもっ個体を a2類とした。TK73型式には既に見られ、 MT21型式に

も類似資料が確認されている。ここでは、第 l図の陶質土器を中心にして、 a2類の系譜につい

て検討を加えたい。なお、次に取り上げる個体ついては、本稿では、直口蓋と呼称しているが、

各々の報告書ないし論文では、独自の器形名称を使用している。そのため、便宜的に各執筆者の

器形の名称を使用しておきたい。今後、器形名称の統ーがまたれる。

lは、出土地不明で、あるが、李養璃氏蒐集文化財として収蔵されている短頚壷である。肩部に

は、鉛筆状の工具で穿孔した半円形の耳を貼り付けており、丁寧に整形している。体部は、ほぽ

球体を呈しており、外面には縦方向の平行叩き痕と肩部から胴部最大径部にかけて約20条の凹線

が見られる。採集品であるために明確な時期設定はできないが、慶尚南道義昌郡大坪里からの類
(注71

似資料により、 4世紀の古式陶質土器に比定されている。
韮81

2は、全羅南道霊岩郡始終面寓樹里第 2号墳から出土した有蓋の両耳軍で、肩部には、鉛筆状

の工具により穿孔した隅丸長方形の耳が付く 。蓋の天井部と口頚部の屈曲部外面に粘土を貼り付

け、鉛筆状の工具で穿孔している。本例は、馬韓地域からの出土であり、長崎県対馬の大将軍山

02Ocm 

第 l図 朝鮮半島の陶質土器・直口斐集成
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古墳からも類似資料が出土している。地理的な関係から勘案すると、両地域の地域間交流は、頻

繁に行なわれたと推測でき、その交渉を裏付ける考古資料としても重要である。なお、報告書で

は、 4世紀後半から 5世紀前半に比定されている。

本例のように蓋を伴う直口蓋は、朝鮮半島及び日本列島では数例知られているが、穿孔部をも

っ事例は僅少である。また、肩部の耳には、蓋を固定する目的が想定できるが、蓋に 2ヶ所の穿

孔部をもっ直口聾は、自ずと双耳の直口蓋になる。出現期の耳付直口蓋に双耳が多く見られる傾

向は、このように蓋の穿孔箇所に起因していると考えられる。しかし、蓋の穿孔部が形骸化に伴

って消失し、双耳のように 2方向からの締め付けだけでは、蓋を十分固定できなくなった段階で、

三耳や四耳が増加するものと考えておきたい。

3は、釜山東莱区福泉洞第 l号墳から出土した有蓋三耳付壷で、l%。外反する口頚部と精綴な

球体をなす体部からなる。本例には、生産段階のセット関係ではないが、有蓋高杯の蓋が共伴し

ている。元来、本例の直口聾には、全羅南道霊岩郡始終面高樹里第 2号墳出土のような蓋がセッ

トとなって生産されたと推測できる。このように埋葬時には、生産者が意図していたセット関係

は崩れ、高杯などの蓋とセ ットとなり、副葬されることもしばしば見られる。本例は、共伴する

遺物から、 5世紀前半に比定できる。

4は、 3と同じく福泉洞第 l号墳から出土した丸底四耳付査で話18。やや外方にのびる口頚部

と精綴な球体の体部からなる。肩部には、縦方向に細長い耳が付くが、朝鮮半島及び日本列島出

土の直口警の中にあって、縦方向に細長い耳は、極めて稀な形態であり、その出自は、陶質土器

の直口蓋の系譜を考える上で重要な資料である。

5は、蔚山市中山里遺跡 l-A37号から出土した直口短頚査である。肩部がやや張り、内側に

直線的にのびる口頚部をもっ。肩の最大径部に 2条の凹線が入り、 3帯の凹線聞に波状文が施さ

れる。本例には耳が付かないが、直口する口頚部から第 l図に掲載した。本例に見られる形態、は、

瓦質土器及び古式陶質土器に既に見られることから、器形として成立する時期は、一連の直口蓋

と比較すれば、先行する可能性がある。先述した李養璃氏の収蔵品である短頚査 1とは共通要素

も多く、同ーの系譜として認識できる。なお、本例については李盛周氏の詳細な編年的研究が
(注11)

あり、 5世紀第2四半世紀に比定されている。

6は、慶尚北道慶州市に所在する皇南ilPJ110号墳から出土した四耳短頚査で広18。やや肩部が

張り、肩部上面に環状の耳が付けられている。本例は、 5世紀前半に比定される。

以上が、朝鮮半島における直口聾の概観であるが、次に、系譜を考察する上で必要な日本列島

出土の直口棄を概観しておきたい(第 2図)。

1は、長崎県上県郡上県町志多留大将軍山古墳から出土した陶質土器の双耳査で広之 やや外

反する口頚部をもち、頚部と肩部の屈曲部直下に鉛筆状の工具で穿孔した三角形状の耳を貼り付

けている。報告書によれば、 4世紀に比定されている。2も同大将軍山古墳から出土した陶質土

器の双耳壷で22。口頚部は外反し、胴部の最大径部直上に、鉛筆状の工具で穿孔した隅丸方形
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の耳を貼り付けている。

1 . 2とも陶質土器であるが、先ほど概観した古式陶質土器及び陶質土器を中心に考えれば、

lは、第 l図lに図示した慶尚南道義昌郡大坪里から類似資料が確認されている短頚査に、 2は、

第 l図2に図示した全羅南道霊岩郡始終面高樹里第 2号墳から出土した有蓋の両耳壷に近似して

いる。これらは、地理的に近接している朝鮮半島南部との地域間交流によって当該地に搬入され

たのであろう 。

3 は、福岡県甘木市池の上 6 号墳から出土した陶質土器の査で~1~ 。 内側に傾く口頭部をもち、

体部外面は平行叩きの後で 3条の凹線を施している。本例は、第 1図5に図示した蔚山市中山里

遺跡 l-A37号出土例に近似する形態的特徴を有していることから、慶尚北道一帯から搬入され

た可能性が高い。時期的には池の上 6号墳出土例が4世紀末から 5世紀前半に、中山里遺跡 1-

A37号出土例が5世紀第 2四半世紀に比定されている。本例と中山里遺跡 l-A37号出土土器は、

地域が異なっているものの、同一系譜上にあることが想定できる。仮にそれを前提とするならば、

型式的に後出するー要素として認識できるのではないか。

5も同池の上6号墳から出土した査で、口径が17.6cmを測る。本例のような大型の直口蓋は、

5世紀前期に比定される慶州市皇南洞110号墳の四耳短頚査や大阪府陶邑古窯祉群及び大庭寺・

伏尾遺跡の初期須恵器に見られる。

北部九州における初期須恵器窯の製品には、比較的法量の大きい棄が生産されていることが確
(注16)

認されているが、朝鮮半島から搬入されたと考えられる聾は、大将軍山古墳出土例のように器高

が20cm前後の小型の個体が多い傾向にある。報告書では、本例を陶質土器としていお¥法量か

ら勘案して、 5は北部九州の初期須恵器窯で生産された可能性もある。
(注18)

4は、大阪府小阪遺跡から出土した初期須恵器の直口査である。本例は、突起状・板状の耳の

典型例として資料提示した個体である。耳の形態を通して見れば、突起状・板状の耳が先行し、

環状の耳が後出する傾向が指摘できるが、これは、突起状・板状の耳から環状の耳に型式変化し

た可能性を示唆している。

以上が、各直口蓋の系譜に対する私見であるが、初期須恵器の直口蓋 a2類は、陶質土器の影

4 (須恵器)

第 2図

1・2.長崎県大将軍山古墳

4.大阪府小阪遺跡

02Ocm  

直口斐集成

3・5.福岡県池の山 6号墳

4-

3 

5 

響を受けて成立していること

が、以上の検討から明らかにな

ったと思う 。

では、次に陶質土器の直口蓋

の成立について簡単にふれてお

きたい。

まず、間質土器自体の起源に

ついては、多くの研究者によっ

て実に様々な見解が提示されて

いる。それらには中国の戦国時
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代の土器や越州磁器、西晋・東晋の陶磁器を起源とする立構ゃ自体発生説も含まれている。その

ような状況にあって陶質土器の直口蓋が、中国起源であるか朝鮮半島起源であるかについては、

現時点では、明確な土器資料を提示して言及できないのが現状である。瓦質土器との関係も視野

に入れる必要があるが、中国起源である可能性を支持する立場から、 一つの見通しを以下にふれ

ておきたい。

中野 徹氏は、中国陶磁器の器形名称及び用途について「中国古代陶磁の器形と文様」の中で、
(注20)

概観図を用いて簡潔にまとめられている。それによれば、球体の体部を呈し、耳をもっ器形を査

あるいは催、短く直口する器形を食・盛としている。特に、金・盛の用途としては、「できあが

った料理一般を盛って祭杷を行ない、また、副葬」するとの記述がある。仮に、直口蓋の起源を

食・盛に求めれば、陶質土器として成立する段階において既に固定化した用途が存在し、それが

踏襲された可能性がある。このことは、朝鮮半島及び日本列島出土の直口蓋の多くが、消費地で

は墳墓から出土している現象と大いに関連するのかも知れない。今後、直口蓋の系譜については、

多角的に議論する必要があるが、 一つの見通しとして、盆・盛をその起源と考えておきたい。

4. まとめ

本稿では、直口蓋を布留式費の系譜を引く al類と陶質土器の系譜を引く a2類に分類し、特に

a2類を中心に検討を加えてきた。その結果、日本列島から出土している陶質土器の直口蓋は、

その形態的特徴から朝鮮半島での生産地を特定できる可能性が高くなった。

一方、大阪府大庭寺遺跡及び北部九州に所在する初期須恵器窯の発掘調査が実施されるまでは、

大型の蓋であっても形態、や調整技法が近似すれば、陶質土器と認定してきた個体も少なくない。

しかし、 TK73型式以前の初期須恵器窯では、大型製品が占める割合は高く、朝鮮半島から搬入

された陶質土器は、小型製品が中心であることが徐々に明らかになりつつある。

この傾向から日本列島出土の陶質土器の直口蓋を見れば、長崎県大将軍山古墳出土例のように

小型の製品が大半であり、その系譜をひく須恵器の直口蓋は、徐々に大型化する傾向を見せる。

そして、古墳時代全般を通して生産されることとなる。

本稿では、須恵器の直口棄の系譜に焦点をあて、該当する陶質土器を概観し、さらに陶質土器

の直口蓋の系譜についても僅かではあるがふれることができた。しかし、資料提示による検討個

体数は数例であり、特殊例を一般化した部分も少なくない。多くの事実誤認が指摘されるところ

であるが、その責は全て著者にある。直口蓋の名称自体は、既に『陶邑古窯祉群J1において使

用されているが、最近、使用されることが少なくなくなっている。名称の変化には、何らかの根

拠が存在すると考えられるが、あえて学史に立脚した名称を本稿では使用した。器形名称の統ー

が待たれるところである。

(こいけ ・ひろし=当センター調査第 2課調査第4係調査員)

注 l 冨加見泰彦・土井和幸「陶g"大庭寺遺跡田J( r(財)大阪府埋蔵文化財協会調査報告書j第75冊
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大阪府教育委員会・財団法人 大阪府埋蔵文化財協会) 1993 

注2 白石耕治「六 ・七世紀の須恵器の編年と製作技法 陶邑古窯社群谷山池地区を例として-J( r考古

学研究j第36巻第 1号 考古学研究会) 1989.6、及び白石耕治氏のご教示による。

注3 拙稿「須恵器・直口斐の基礎的検討J( r京都府埋蔵文化財情報j第65号 (財)京都府埋蔵文化財調

査研究センター) 1997.9 

注4 小池前掲注3文献

注5 小池前掲注3文献

注6 原口正三 「須恵器と土師器J( r日本の原始美術 4 須恵器j 講談社) 1979 

注 7 園立慶州博物館編 『菊隠李養涛蒐集文化財J 1987 

注8 徐撃勲 ・成洛俊「霊岩蔦樹里古墳群J( r光州博物館撃術叢書j第3輯 園立光州博物館 ・百済

文化開護研究院) 1984 

注9 金基雄 ri加耶の古墳j 拳生社 1978 120頁

注10 金前掲注 7文献 121頁

注11 李盛周「洛東江東岸様式土器叶1叫許叶J( rオ112詞旬、古JlJl守司守合苦豆詞苦豆要豆喜丘ス11
OJすJlj工雪詞 ) 1993.4.24 

注12 金元龍「新羅土器J( r韓国司 美術J1 悦話堂) 1981 

注目 駒井手日愛ほか「考古学から観た対馬J( r対馬の自然と文化J) 1954 

注14 駒井 ・前掲注11文献

注目橋口達也「池の上墳墓群J( r甘木市文化財調査報告j第5集 甘木市教育委員会) 1979 

注目 小田富士雄「須恵器文化の形成と日韓交渉・総説編一西日本初期須恵器の成立をめぐって一J( r古
文化談叢j第24集 九州古文化研究会) 1991. 3 

注17 橋口達也・内田俊和「古寺墳墓群J( r甘木市文化財調査報告』第14集 甘木市教育委員会) 1982 

注目 赤木克視総編集 『小阪遺跡j 大阪府教育委員会・ (財)大阪文化財センター 1992 

注目 拙稿「陶質土器の起源について一盛を中心にして-J( r堅田 直先生古希記念論文集j 真陽社)

1997において、畳の成立する背景には、中国西晋・東晋の陶磁器が影響したことを論じた。

注20 中野 徹 「中国古代陶磁の器形と文様J( r世界陶磁全集10 中国古代j 小学館) 1982 

追記 当調査研究センター松井忠春主任調査員には、極めて多くの教示を頂いた。心より御礼申し上げた

い(1997.12)。
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愛宕神社古墳群の発掘調査

愛宕神社古墳 群 の 発 掘 調 査

竹 井治 雄

1 .はじめに

今回の調査は、丹後国営農地開発事業に伴い、農林水産省近畿農政局の依頼を受けて実施した。

調査地は京都府竹野郡弥栄町字堤に所在し、丹後半島中央を南北に流れる竹野川右岸の丘陵上に

位置する。愛宕神社古墳群は、中世の堤域館跡に比定されていたが、昨年、弥栄町教育委員会が

試掘した結果、古墳群であると確認された。愛宕神社古墳群は現在のところ 3基(1~ 3号墳)の

古墳から成り立っている。

愛宕神社 l号墳は、その名のとおり社殿が建てられていた境内にあたり、 2. 3号墳は北側に

隣接する。この古墳群は、標高約78mの正陵上にあり、 眼下には堤の集落・水田が、さらに竹野

川を挟んだ対岸の正陵には「青龍三年」銘鏡が出土した大田南古墳群が眺望できる。

調査は、弥栄町教育委員会の成果を受けて l号墳 .3号墳を実施した。2号墳については弥栄

町教育委員会により終了している。

2.調査概要

調査対象地は、 l号墳.3号墳のほか南側に古墳状の隆起が見られたことから、対象面積を広

げ、1， 800m2とした。しかし、この隆起

には古墳の主体部に関するものは無かっ

たが、中世の墓、時期不明の小形炭窯な

どが検出できた。本号では、愛宕神社 l

号墳 ・3号墳について概略を記したい。

(1) 1号墳

墳丘 神社の社殿が建てられた時期

(近世)に墳丘は削平され、さらに盛土が

行われれているが、墳丘基底部の四周に

ついては、さほど改変されていない。ま

た、墳正は盛土で高くなっているが、尾

根筋の両端は古墳築造時に削られたもの

と思われる。墳形は一辺約20mの方墳と

推察する。埴輪・葺石などの外表施設は

-7-
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京都府埋蔵文化財情報第66号

認められない。盛土下の旧表土は西半部に厚く堆積しているが、遺物は全くなかった。

主体部墳丘の中央部からやや東側に南北方向の主体部を l基検出した。墓墳は二段墓壌を成し、

その規模は長辺約 7m'短辺約2.6m・深さ約 1mを測る。木棺(組合式木棺)は長さ約 6m・幅

約O.65m'残存高約4.5cmを測り、棺底には木棺の痕跡が認められ、棺の厚みは 5~ 6cmと推定

できる。木棺内には 2枚の仕切り板の痕跡(幅8cm)があり、 3室に分かれる。木棺の南北の両端

には白色シルト質の粘土が置かれている。この 3室のうち中央の室は、被葬者を埋葬する主室に

あたり、長さ1.9mである。南北の 2室は副葬品を納める副室と考えられるが、南副室は主室と

同じ大きさである事からもう 一つの主室に相当する可能性がある。墓墳の底は北側が少し高いた

め、南副室の棺底には地山の赤褐色土を充填して、主室の棺底と高さを揃えている。棺底には板

材、石材などは用いられていない。

遺物の出土状況 主室からは銅鏡2枚、鉄万 l口、勾玉4点、管玉18点、ガラス玉168点、竪

櫛 9点、水銀朱などが出土した。

銅鏡の 1枚は棺の南

東隅、仕切り板に立て

掛けられていた。鏡は

8片に割られ重なって

おり、鏡面は外側を向

いている。直径は14cm

で、鏡式は斜縁二神二

獣鏡か斜縁四獣鏡と見

られ、外区に iUJ字

形の透かし彫りの文様

がある 。銘文帯には

「自」、「作j、「有Jの

文字が見られる。この

ほか一片だけ外区に鋸

歯文を持つ鏡式の違っ

たものがあった。2面

とも舶載鏡と判断され

る。

鉄万は棺の東側板に

沿い、刃部は外側、切
~6' 

先は南に向け、ほぼ水

平に置かれている。全

第 2図調査地地形図 長は87cmを測る。柄に

-8-



愛宕神社古墳群の発掘調査

は極細の糸がきめ細かく巻かれている。鞘部の木質には黒漆が残存する。

玉類は棺の北部に集中し、大きく東西に分かれる。東側は勾玉 2点を中心にして管玉18点が並

び、西側は勾玉 1点とガラス小玉が組み合わせてある。ガラス小玉は広く分布し、北の仕切り板、

一部は北副室にまで及ぶ。

竪櫛は棺内の北側中央部と西側板付近にある。黒漆塗りの竪櫛は大型と小型のものをセットと

これは、鉄刀の位置とを考え合わせると被葬者がし、 二対が色鮮やかな朱と共に残存している。

北頭位であったと推察される。

北副室からは直刃鎌・有肩鉄斧・ガラス小玉が出土した。鎌・鉄斧は南東隅の仕切り板、側板

に隣接している。ガラス小玉は主室から連続して分布しており、ばら撒かれたものか、あるいは

棺上から落下したものと思われる。

南副室からは鉄剣、万子3点、櫛 3枚が出土した。鉄剣は長さ37cmを測り、仕切り板に沿い、

切先は西に向く 。万子は長さ10cmを測り、北東隅でまとまっている。このうち l点は蕨手万子で

3枚が重なり合い、刃部は万子のある。櫛は漆塗りで、

方を向く 。これは、出土状況から昨邪に用いられたもの

直刃鎌

有肩鉄剣

勾玉2

管玉13
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第 4図 I号墳主体部詳細図
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(2) 3号墳

墳丘 l号墳の北側約10mにある木棺直葬墳

である。後世の削平のためか墳丘は認められず、

墳形及び規模は不明である。

主体部 墓墳は、南北方向の長方形を呈し、

その規模は長辺3.8m'短辺O.9m'深さO.3m

を測る。木棺は、舟形木棺で、長さ3.3m・幅

O.4mを測る。

遺物出土状況 棺内には鉄剣、鉄製鋤先、錨、

棺側部分からは鉄鉱11点が出土した。鉄製鋤先

と錨は重なり合って棺の南端から出土した。鉄

鉱は鋒を揃えて束ねられていた。

3. まとめ

愛宕神社古墳群は、昨年と本年の調査によっ

て 1 ~ 3 号墳の 3 基からなる古墳群であること

が判明した。いずれも木棺直葬墓で、出土遺物

から 1号墳は 4世紀後半、 3号墳はそれよりや

や新しい時期に造られたと考えられる。

l号墳の特色は木棺の形態、遺物の種類の豊

第 5図 3号墳主体部実測図 富さが挙げられる。木棺は 3室に分かれるが、

そのうち 2室(主室と南副室)は同じ大きさである。

銅鏡の出土状況は「破鏡jの風習の名残であろうか。あるいは、破鏡を重ねあわせ、あたかも

鏡の多さを誇示しているようにも思われる。今のところ鏡式は不明であるが、豊富な遺物と出土

状況から、被葬者は地域の有力者と見てよいと思われる。

(たけい ・はるお=当センター調査第 2課調査第 l係主査調査員)

nu 



長岡京跡左京第399次の発掘調査(7釧VKN-ll、7釧VST-7)

長岡京跡左京第 399次の発掘調査
(7必問倒-11、7釧VST-7)

八木厚之

1 .はじめに

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、日本道路公団大阪建設局の依頼を受けて、中央

自動車道西宮線(名神高速道路)の拡幅に伴う発掘調査を昭和63年度から実施してきた。今回の調

査地は、京都市南区久世東土川町金井田・正登地内に新設される桂川パーキングエリア(P.A.) 

の予定地内にあり、名神高速道路の下り車線のパーキングエリアの西半分の地域にあたる。平成

6年度には、下り車線側のパーキングエリアの周辺の調査(長岡京跡左京第333次 .334次 .337次

調査)、平成 8年度には、このパーキングエリアの東半分の調査(長岡京跡左京第384次・ 385次調

査)を行い、本年度に、この西半分の調査を実施することになった。

この調査地は、長岡京の条坊復元によれば、長岡宮内裏の東約l.lkmにあって、南一条大路(新

呼称:二条条間大路)が東西方向に横断し、その北側の左京南一条因坊四町(新呼称:左京二条因

坊二町)と南側の左京二条四坊一町(新呼称:左京二条因坊三町)の宅地にあたる。以下では、平

安時代・長岡京期を中心とした中層遺構と、下層の奈良・古墳・弥生時代の遺構について概観し

たい。

2.調査の概要

平安時代の掘立柱建

物跡、井戸、土坑を検

出し、その土坑内より

青銅製の印章が出土し

た。長岡京の条坊関連

遺構では、南一条大路

の南北側溝と東三坊大

路の東側溝を検出し

た。町内遺構としては

北側の左京南一条因坊

四町では、顕著な遺構

は認められなか った

が、南側の左京二条四 第 l図調査地位置図0/15.000)

-
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坊一町では、掘立柱建物跡、土坑を検出した。また、下層では奈良・古墳時代の溝、弥生時代の

方形周溝墓、土坑を検出した。

(1)平安時代の遺構

この時期の主な検出遺構としては、掘立柱建物跡 l棟(建物跡 1)、土坑 1基(土坑 1)、井戸2

基(井戸 1・2)などがある。

建物跡 lは、 2問X4聞の東西棟の総柱建物である。土坑 lは、長岡京廃都後掘削されたと考

えられ、直径20cm、深さは検出面から 3cmで、ここから青銅製の印章が出土した。この印章は、

形態から 10世紀~ ll世紀頃のものと考え られ、 高さ 34mm ・印側高 3mmで、 苔鉦有孔である 。 印面

は、縦27mm・横26mmの方形で、輪郭があり「福」という文字が陽刻されている(巻頭図版)。私印と

考えられるが、どのように使用されたか、はっきりしたことは不明である。しかし、現在の「認

印」的な性格を持つものではなく、念のために印を押してその内容を保証するというかたちで使

用された、あるいは「福jという文字が彫られているので、おめでたいものとして実際には印と

しては使用されなかった、などが考えられる。「福jの l文字のみが彫られた印章の出土例は、

次の通りである。

茨城県鹿島郡鹿島町 神野向遺跡 8 世紀~12世紀

D
D
N
 

ロ
ロ
田

‘1¥ _.---島町
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・"〉

X=宇 117~O.O.L:::!:一一
土坑 1

方形周溝墓 3
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第 2図 調査地内遺構(弥生時代~平安時代)
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長岡京跡左京第399次の発掘調査(7釧VKN-ll、7釧VST-7)

石川県松任市北安田町 北安田北遺跡 9 世紀末~10世紀

兵庫県出石郡出石町 袴狭遺跡内田地区 9世紀

その他にも、伝世品として「福j、「今福私印」、「福印Jと鋳出された印章もある。また、京都

府内では、長岡京跡左京第118次調査で、長岡京期の遺構から出土した木製の印章があるが、こ

れは印面が円形でやや破損しており、 l文字か2文字が陽刻で彫られているが、どの様な文字が

彫られていたか不明である。

井戸 lは、一町内で検出した直径4m・深さ1.1mの円形の掘形で、井戸側は抜き取られ、井

戸の底面は、旧桂川の堆積と考えられる喋層に達していた。井戸内より土師器、須恵器、緑粕陶

器、黒漆を塗った曲物の底板、桃核などが出土した。また、同じくー町内で検出した井戸 2は、

東西2.8m.南北3.6m.深さ1.1mの方形の掘形で、縦板組隅柱横桟留めの井戸側を持ち、その

内側底面に蓋を取り去り、底板を抜いた、脚も横桟もない植を据え、その上面の中央部以外に板

材を置き、中央部に曲物を乗せた構造を確認した。これにより、この井戸は一度廃絶さ れた後、

再び掘られ、その時に以上の様な状態で植と曲物が据えられたと考えられる。

(2)長岡京期の遺構

条坊関連の主な遺構としては、南一条大路北側溝、南一条大路南側溝、東三坊大路東側溝を、

左京二条因坊ー町内の遺構として、掘立柱建物跡5棟(建物跡2~ 6)、土坑 1基(土坑2)を検出

した。

南一条大路北側溝は、幅1. 2~ 1. 3m ・深さ O . 4 ~ 0 . 6mを測り、 36mにわたって検出した。溝の

掘形は、断面が逆台形になり、側面には直径10cm程度の杭跡が、列になって認められた。底面に

は、喋敷きの部分もあり、かなり丁寧に造られていたことが窺える。この溝の上層からは、須恵

器、土師器、瓦などがまとまって出土した。溝の断面観察から、底面より 30cmほど埋土が堆積し

た段階でも、長岡京期の遺物が出土しており、 2時期にわたって投棄されたことがわかる。南一

条大路南側溝は、幅1.3~ 1. 6m .深さO.5~0. 7mを測り、 70mにわたって検出した。調査地の東

側で掘り直した痕跡を溝の断面観察より確認した。この溝内から須恵器、土師器、「京Jr是」の

習書木簡が出土した。残存長 7cm.幅3cm・厚さO.5cmで、ある。残存長10cm.幅2cm.厚さ0.3cm

の大型人形の顔の一部、残存長 7cm .顔の幅 3cm .厚さ0.3cmの人形の顔部分、瓦、下顎の骨が

二つに割れ、それぞれ反対に向いた状態で馬の下顎骨、大腿骨等が出土した。これは、何らかの

宗教的行為が行なわれたことを示している。東三坊大路東側溝は、幅 1m.深さ0.1~ O. 15mを

測り、 3mにわたって検出し、溝内から、須恵器や土師器の小片が出土した。

左京二条四坊一町内の左京第314次調査地から続く建物跡2は、身舎が2間X5間の南北棟の

掘立柱建物跡で東側に廟が付いており、建物跡3は2間X5聞の南北棟の掘立柱建物跡で、建物

跡4は身舎が2間X3聞の 3面府の掘立柱建物跡、である。それらの建物跡群の南に位置する建物

跡5は、身舎が2間X5間の東西棟の掘立柱建物跡で南側に廟が付いている。建物跡6は、建物

跡5の西側に位置し東三坊大路に面しており、 2間X3聞の身舎に西側廟の付く掘立柱建物跡で

ある。
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土坑2から土師器の皿が、約30枚重なった状態で出土したが、何らかの宗教的行為が行なわれ

たと考えられる。

(3)奈良時代・古墳時代の遺構

奈良時代の主な検出遺構は、調査地の南東隅から南西方向に伸びる溝 1 で、幅2.6~2. 7m .深

さ0.5mを測り、 73mにわたって検出した。底面から偶蹄類の足跡、を検出した。

古墳時代の主な検出遺構は、溝 2~5 である 。 溝 2 は、調査地の北部を東から西に蛇行して伸

びる溝で、幅0.5m.深さO.lmを測り、 11mにわたって検出した。溝3は、調査地の北部を東か

ら北西方向に伸びる溝で、幅1. 1~ 1. 2m .深さ0.4mを測り、 15mにわたって検出 した。溝4は、

調査地の北東隅を流れる溝で、幅 1m.深さ0.2mを測り、 2.5mにわたって検出した。溝 5は、

溝4が埋まった後に掘られた溝で、幅 1m・深さ0.15mを測り、 2.5mにわたって検出した。

(4)弥生時代の遺構

弥生時代の主な検出遺構は、方形周溝墓3基(方形周溝墓 1~ 3)である。

方形周溝墓 lは、東西11m. 南北11mの規模で、周溝は、幅 1~2m. 深さ O . 2~0.4m を測る。

近世の撹乱に所々切られているが、周溝北辺部より弥生時代中期の土器が出土した。方形周溝墓

2は、東西 6m以上・南北7.5mの規模で、周溝は幅 1m.深さ0.4mを測る。方形周溝墓3は、

東西3.2m以上・南北 6m以上の規模で、周溝は幅0.5m.深さ0.2mを測り、周溝西辺部で弥生

時代中期の土器が出土した。

3. まとめ

今回の調査地では、南一条大路をはさんだ北側の南一条因坊四町、南側の二条因坊ー町の宅地

について調査した。周辺の調査も含め、南一条因坊四町域では、宅地の約半分の調査ができた。

また、南の二条四坊ー町域でも、宅地の北半部の調査をした。周辺での調査も含め、現在までに

明らかになったことは次の通りである。

南一条因坊四町の宅地は、南北2分の l町の地割りにのっとった塀を検出しているので、 2分

のl町以下の班給が行なわれた事が考えられる。また、 二条因坊ー町の宅地は、南一条三坊十三

町の様にー町規模で使用された可能性は、低いと考えられる。古墳時代の遺構としては、昨年の

調査地(長岡京跡左京第385次調査)から続く溝を検出した。農耕に関係する濯概用の溝であると

考えられる。

弥生時代の遺構としては、方形周溝墓を 3基検出した。今回の調査地では、これ以外に方形周

溝墓は検出できなかったが、昨年度以前の調査で複数の方形周溝墓が確認されていることから、

この地域も墓域であった可能性が指摘できる。また、平成 8年度調査(長岡京跡左京第385次調

査)では、集落を取り囲む環濠が見つかっている。これらのことから、弥生時代中期の集落と墓

域の関係を復原する上での、基礎資料を得ることができた。

(ゃぎ・あつゆき=当センタ ー調査第 2課調査第 4係調査員)
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南山城地域の高地性集落
一一般地方道富野荘八幡線関係遺跡(宮ノ背・西ノ口・備前遺跡)の発掘調査から一

河野一隆

1 .はじめに

八幡市の西南、男山正陵から南に伸びる低平な美濃山E陵は、ベッドタウンとしての宅地造成

が著しく、欝蒼たる竹林が広がる往時の景観は失われている。この地区には、拠点的な集落であ

る金右衛門垣内(井の元)遺跡・南山遺跡や、 美濃山王塚古墳・ヒル塚古墳などの弥生~古墳時代

の多くの遺跡が知られている。また、正陵西側は大阪府枚方市に接し、現在は国道 l号線が、か

つては旧山陽道や洞ヶ峠を越える東高野街道が通じ、北河内や淀川流域の交通の要衝である (第

l図)。

今回の発掘調査は、 一般地方道富野荘八幡線(山手幹線)の道路建設に先立ち、京都府土木建築

部の依頼を受けて実施した。宮ノ背遺跡は平成3年度に大阪工業大学の造成に先立って八幡市教

育委員会による試掘調査が実施された。平成8年度には、道路建設に先立つ宮ノ背・西ノ口遺跡、

の発掘調査によって、弥生時代後期の竪穴住居が確認された。今年度調査は、宮ノ背遺跡は昨年

度の隣接地、西ノ口遺跡は道路予定地に残る丘陵部分、備前遺跡は洞ヶ峠に臨むE陵斜面を対象

とした。その結果、各遺跡で遺構・遺物を検出し、本格調査を行う運びとなった。調査面積は約

l，450m2で、宮ノ背遺跡は約500ぱ、西ノ口遺跡は約500m2、備前遺跡は約450m2で、ある。調査期間

は平成 9年6月22日から10月9日である。

なお、本稿で使用する時期名称、は、ことわりのない限り、弥生時代のものである。

第 l図調査地及び周辺遺跡、分布図(1/25，000)
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2.調査の概要

宮ノ背遺跡 昨年度の調査地に隣接する丘陵頂部の平坦地を調査し、竪穴住居3基、木棺墓 l

基を検出した(第 3図右)。その内の l基は焼却処分された住居で、その下層に木棺墓が営まれて

いた(第2図)。 この住居は、長辺5.0m、短辺4.3mを測る長方形の竪穴住居で、尾根先端部に向

かつて長さ7.3mの排水溝を持つ。4本の主柱穴を穿ち、四周には溝が巡るが、住居は l度建て

替えられたようである。また、住居南側に近江型鉢を中心とする完形の土器が残されていた。こ

の住居の特徴は、炭化材が住居掘形上面で検出されたことである。これは、炭化材が中央部に集

積されており、廃屋に火を放ったものと推定される。この住居の炭化材に混じって、緑色凝灰岩

製の管玉 l点が出土し、住居廃絶時の祭杷行為がうかがわれる。また、別の住居からは鉄鉱(三

角鍛)が出土している。宮ノ背遺跡では、中期末の土器も出土しているが、主体となる時期は後

期後半である。

~ 

~ 

o 3m 

第2図 宮ノ背遺跡(平成9年度)1号住居実測図(1/8り)
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酉ノ口遺跡 昨年度の

調査地から長尾街道を挟

んで対面する丘陵頂部の

平坦地が対象とな った。

ここでは、 一辺15mの削

平された方墳 l基とそれ

に先行する 4基の住居跡

を検出した(写真 1)。 住

居はいずれも古墳の墳丘

範囲内で検出され、竹林

造成による削平が及ばな

かったものと推測され

る。住居は中央炉と壁溝

南山城の高地性集落

写真 l 西ノ口遺跡(平成9年度)全景

を持つ長方形プランのも

ので、床面の遺物は少なかったが、庄内式期に築かれたものである。古墳の周溝内からは須恵器

査と土師器高杯が出土した。古墳時代後期のものである。

備前遺跡 今まで遺物散布地として周知されていたが、今回の調査で遺構が分布していること

が分かった。調査地は、洞ヶ峠に臨む正陵であり、標高60mを測る急な斜面地に立地する (第3

図左)。 これを断面L字形に削り、テラス状住居 5基を造っている。また、丘陵中腹には、削り

出しによ って急峻な斜面を造り、その前面に正陵を囲郭する環濠と犬走り状の平坦地を持つ。 こ

れは、丘陵頂部付近に立地する住居群を防御するための施設であると想定される。この溝中から

ミ

ウ

d
唱

E
i



京都府埋蔵文化財情報第66号

は完形率の高い多量の土器群が廃棄されており、調査地内では 2個所の土器溜りを検出した。こ

れは、後期初頭の土器もあるが、主体は後期中頃で、その内の 1個所では桃核 3点が出土したの

で、意図的に一括投棄された可能性も指摘できる。住居は全てテラス状住居で、方形のものと楕

円形のものがあり、いずれも後期初頭に建てられ、後期中頃に建て替えられている。主な出土遺

物として、住居内から錨・石文、溝から石剣破片が出土した。

3.石剣および石文について

今回の調査で出土した遺物の内、特筆されるものに石剣と石えがある(第 4図)。石文(1)は、

内から胡にかけての半身が遺存したもので、胡に円孔を穿っている。遺存長6.2cm .遺存幅

3.4cm・内の厚さ0.9cmを測る。両面は丁寧に研磨され、穿孔も両面からである。石剣は剣身中央

部の小片で、断面菱形に丁寧に研磨されたものである。剣身幅3.6cm・遺存長3.0cm・厚さ1.1cm

を測る。また、片面の刃部は鏑が研ぎ出されている。石材はいずれも同一で、灰褐色で節理の明

瞭な粘版岩である。これらは、破片であるが、高地性集落では出土例が少ないものである。近傍

の弥生集落では、京都市の東土川遺跡(名神高速道路P.A.工区)、木津町大畠遺跡などで石剣と

石文の共伴が知られるが、その内容には若干の違いがある。それは、石文の形態の差異から生じ

そもそも、石えとは銅文を模倣した弥生時代の武器形石製品で、着柄されない儀器的用途に供

されたと考えられている。また、全国的な分布をみると、 100例程度知られており、北部九州を

中心とするが近畿地方にも出土例がある。下候信行氏は、九州型石文と近畿型石文を分け、前者
(注 1)

は胡に接する援に孔 l対を持ち、後者は援に樋を掘っているという差が認められるという 。ただ

し、それ以外にも、胡が上下の段差を生じ、内の端部には l孔を穿つ石文が知られている。実は、

近畿地方で類例の多い石えはこの型式で、京都府八幡市金右衛門垣内遺跡、大阪府枚方市田口山

遺跡などの枚方丘陵北部から男山丘陵にかけての高地性集落で出土したものが該当する。その原

型は、大阪府東大阪市西ノ辻遺跡出土例に求められよ

う。ところが、備前遺跡検出の石文は樋を持たない九

州型石文に他ならず、これは兵庫県神戸市青谷遺跡、

福井県小和田遺跡など畿内周辺部でみられる程度で、

中央部では今まで出土例がなかった。仮に本例が九州

地方からの搬入品であれば、弥生後期初頭の文化的な

ている。

第4図備前遺跡出土の石文(1)

及び石剣(2) 1/2 

交流を物語る資料である。それでは、畿内中央部でも

九州型石文が流通していたのだろうか。古墳時代の事

例であるが、八幡市域の男山から美濃山にかけての正

陵には八幡茶臼山古墳や狐谷横穴、荒坂横穴などの九

州、|の文化要素を持つ遺跡が散見されるという地域的特

性がある。しかし、本例と石材が共通する石剣は、桂

0
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南山城の高地性集落

川を挟んで対岸の長岡京市神足遺跡などでの製作が知られており、石文のみが九州、|からの搬入品

と見るには跨賭される。また、その一方で、、近畿型石文と九州型石文の形態差は、前者が細型・

中細型銅文、後者が大阪湾型銅文を模倣対象とした点から生じたと考えられている。備前遺跡の

九州型石文が畿内で製作されたとすれば、それは、模倣対象とされた銅文が畿内中央部地域でも、

広氏は唐古・鍵遺跡第13次調査で

出土した銅矛形石矛を詳細に検討した中で、畿内中央部でも中細形銅矛の普及を示唆して♂る。

一程度存在していたことを裏付けるものだろう 。なお、吉田

この石矛も破片であるが、出土した層位である中期後半の所産であるとすれば、備前遺跡の九州

この時期に顕在化する青銅器の東方流入とも無関係ではないと考えられる。型石えと併せて、

4.南山城地域の高地性集落

宮ノ背遺跡と備前遺跡の調査成果に基づいて、今まで知られている南山城地域の高地性集落を

類型的に整理しておきたい。高地性集落研究の現状は、単に恒常的な軍事的緊張関係を背景に、

可耕不能な高所に立地した集落のみではなく、物流ルートの日常的管掌にあずかったものと捉え

られている。森岡秀人氏は、成熟した(第二段階の)農耕社会の崩壊・再編期に登場するもの (N

期末~ V期初頭) と、「倭国大乱j に伴う連絡機能型の集落で、 VI期にかけての北陸道への高地性
(注3) 

集落の普及と連動するもの(V期中頃)の分別を主張している。また、都出比呂志氏は、立地から

沖積地の集落との比高差が大きい高地性集落と、沖積地との隔絶性がさほど大きくはない準高地
(注 4) 

性集落を分けた。これらの視点を参考に南山城の高地性集落を次の 2類型に整理してみたい(第

5図)。

八幡市備前遺跡、を標式とする。眺望の優れた丘陵斜面部に占地する高地性集落で、備前類型

正陵を囲郭する環濠を有する。建物は、斜面を L字形にカットした方形テラス状住居が主体であ

る。築造時期は中期末~後期初頭であるが、後期後半にも集落の再居住が認められるものもある。

京国辺市田辺天神
山遺跡

八幡市宮ノ背遺跡

八幡市南山遺跡
城陽市森山遺跡
木津町燈鈍寺遺跡
木津町白口遺跡

南山城地域での

該当例

八幡市備前遺跡

八幡市幣原遺跡
宇治市羽戸山遺跡

京田辺市飯岡遺跡

器土な

迂f

主

可手零'
備
前
類
型

天
神
山
類
型

南山城地域における高地性集落の二者(土器の縮尺118)
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遺物は全般に少なく、鉄器の普及も顕著で、ないが、祭杷関連遺物が見られることが特徴である。

また、居住域に近接して墓域が設けられるものもある。この類型に該当するものに、八幡市幣原

遺跡、宇治市羽戸山遺跡がある。また、今年度に当センターによって試掘調査が実施された木津

町城山遺跡(仮称)もこの類型に属する。

(田辺)天神山類型 京田辺市田辺天神山遺跡を標式とする。広い平坦面を持つ丘陵頂部に占地

する高地性集落で、環濠は有さない。建物は、円形あるいは方形の竪穴住居で排水溝を持つもの

もある。初現は中期末~後期初頭であるが、盛行期は後期中頃~後半である。遺物は多く、鉄器

の出土も珍しいものではない。八幡市宮ノ背遺跡は、この類型に該当するものであろう 。

この 2類型は中期末~後期初頭の高地性集落でほぼ同時期に顕現するが、備前類型は後期中頃

に登場する高地性集落では見られない。備前類型は環濠を持ち、墓域が居住域と近接することか

らも、中期の拠点集落の構成要素が指摘でき、後期になって拠点性を喪失した中期までの弥生集

落が正陵上に築かれたあり方を示している。南山城地域では、全体をうかがう資料は無いが、こ

の典型例は大阪府高槻市古曽部・芝谷遺跡である。もっとも、北近畿に目を転じると、京都府峰

山町扇谷遺跡・弥栄町奈具岡遺跡など、前期以来、環濠やテラス状住居を丘陵上に築く弥生集落

が知られており、備前類型は南山城地域で検出された北近畿型の弥生集落とみなすこともできょ

う。ただし、残念なことに、南山城地域では中期の拠点的な集落の実態が明確ではなく、中期か

ら後期への動態の解明には、現在の資料からでは限界がある。

一方、天神山類型は中期的要素が払拭された高地性集落で、後期になっての地域社会の再編成

に伴って出現するものである。この類型では鉄器出土例が多く、実用利器としての鉄器が小規模

集団にまで浸透したことを裏付ける。さらに注意される点は、天神山類型が盛行する後期中頃~

後半は、南山城地域の弥生社会においての一つの画期とみなされることである。この時期に、土

器様式においては二重口縁査 ・手倍形土器が加わり、細頚壷が器種として明確化し、近江系土器

の影響が色濃くなってくる。また、住居プランも円形から方形へと変遷し、生産用具では鉄器の

比重が高くなってくる。さらに、備前類型の高地性集落においても、後期後半に再居住がみられ、

その後、集落が一時に廃絶したような状況を呈する遺跡も多い。焼失住居あるいは焼却処分住居

が増加するのもこの時期以後のことである。これらの証拠は、後期中頃~後半が「倭国大乱」と

いう単なる戦闘行為のみの結果ではなく、より深層からの社会的変容が進行中であったことを物

語っている。その契機が何かは想像の域を出ないが、南山城地域の高地性集落においては、中期

末~後期初頭よりも後期中頃~後半をより大きな画期として重視すべきだと言えよう 。

(かわの・かずたか=当センター調査第 2課調査第 l係調査員)

注 l 下僚信行「石文論j 史淵j第113号 九州大学文学部 1975 

注2 吉田 広「銅矛形石矛についてJrみずほ』第22号大和弥生文化の会 1997 

注3 森岡秀人「弥生時代抗争の東方波及一高地性集落の動態を中心に J r考古学研究j第43巻第3号

1996 

注4 都出比呂志「第5節 倭国の乱と乙司IIJ r向日市史j 上巻 99~100頁
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対馬の遺跡をたずねて

対馬の遺跡をたずねて

小池寛

1 .はじめに

平成 9年度に実施した共同研究「京都府内における銅剣形石剣の出土とその背景jでは、関連

遺物の資料調査を対馬において実施した。本稿は、資料調査時の全般的な所見を簡単にまとめた

覚え書きであり、正式な成果報告は、次年度以降に発表する予定である。なお、今回の資料調査

は、本共同研究の主担当である中川和哉調査員と共同で実施したものであり、平成 9年 7月14日

から17日まで、の期間で、行った。

2.共同研究に至る経過

対馬を具体的に認識したのは、松前 健先生の朝鮮半島の民俗に関する講義を受講した時点と

記憶している。講義では付随的に対馬の民俗例が紹介されたにすぎないが、地理的に近接する朝

鮮半島との人的交流が頻繁に行われたことを学習した。一方、金関 恕先生の考古学及び東西文

化交渉史の講義では、朝鮮半島、対馬、北部九州における文化交流の歴史の一端を学習した。講
(注 1)

義中に水野清一・樋口隆康・岡崎 敬諸先生が執筆編集された『対馬』の存在を知り、研究室の

書架を探した記憶がある。

1986年に刊行された『えと J)i-Jは、「朝鮮 対馬海峡の道」と題した特集号で、あった。巻頭

の精綴にして豊富なカラー写真図版とともに考古学・民俗学・民族学・神話学・生物学・植物学

からアプローチした論孜が多数掲載されており、興味深く熟読した。実は、その時期、帝塚山大

学考古学研究所の東アジア研究部会で対馬に行く計画が予定され、予備学習を行っていたが、何

らかの事情で参加できず、それ以来、対馬の学習については滞っていた。

1990年、京都府与謝郡加悦町に所在する蔵ヶ崎遺跡、から弥生時代前期に比定できる撃形石製品
(註3)

が出土し、改めて朝鮮半島、対馬、北部九州、山陰との関連を視野に入れる必要を痛感した。そ

の後、中川調査員に、銅剣形石剣が成立する歴史的背景について教示を頂き、数回の討議を重ね、

共同研究として申請する運びとなった。

3.対馬探訪
ひたかっ いずはら っつ けち

対馬を訪れる以前は、『比田勝Jr厳原Jr豆酸Jr難知』などの地名を正確に読むことすらおぼ

つかなかった。また、上県郡と下県郡に所在する町の位置関係さえ、白地図に落とせない状況で

あった。一方、到着するまでの対馬については「海jのイメージを描いていたが、島内を縦貫す

1
i
 

q
L
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る国道382号線は、海岸部をほとんど通過せず、欝蒼とした森林を縫うように走っている。全島

の約88%が山林である環境は、まさに、説志倭人伝の「土地山険多深林道路如禽鹿径jの一文そ
(注4) 

のものであった。

対馬は南北82km'東西18kmと細長く、総面積は約710km2で、ある。九州北部から約132km、韓国

までは約50kmの位置関係にあり、その昔は、病人が出ると釜山に船で、連れて行ったと言う話を対

馬荘の内山和夫氏から聞いた。現在も不定期ながら釜山港と比田勝港聞を 1時間30分で小型高速

船が運航されている。実際、上対馬町鰐浦に所在する朝鮮国訳官使殉難之碑が建つ丘からは、釜

20km 

。

A.上対馬町教育委員会
(展示施設)

B.峰町歴史民俗資料館

もごフ C.豊王町資料館
D.厳原町資料館

E.対馬歴史民俗資料館

資料調査地位置図

1.塔の首遺跡 2.朝日山古墳

3.コフノ際遺跡 4.千俵蒔山

5.下ガヤノキ遺跡 6.佐賀貝塚

7.恵比須山遺跡 8.吉田蒙古塚遺跡

9.太田原E遺跡 10.曽の観音鼻遺跡

11.唐崎箱式石棺 12.赤崎遺跡

13.スス崎遺跡

15.鐘掛崎遺跡

17.大吉戸神社

19.根曽古墳群

21.矢立山古墳群

23.雷神社

25豆酸崎

14.加志々遺跡

16.金田城

18.かがり松鼻遺跡

20.出居塚古墳

22.久田遺跡

24.赤米神田

山周辺を見ることができ、夜景などは特に趣があ

ると聞いた。当日は、気象条件が不良で見えなか

ったが、かつて赴いた韓国に想いを馳せた。

対馬の人口は約45，000人で、約70%にあたる

30，000人が下県郡に住んでいる。現在の行政区画

は、北半の上県郡と南半の下県郡に分けられてお

り、上県郡を北から上対馬町 ・上県町・峰町、下

県郡を豊玉町・美津島町 ・厳原町に区分している。

上対馬町では、ご多忙の中、上対馬町教育委員

会の比田勝隼機課長に塔の首遺跡・朝日山遺跡・

コフノ際遺跡を案内して頂いた。塔の首遺跡、で確

認された 5基の石棺内からは広幅銅矛・青銅製

釧・方格規矩文鏡・ガラス小玉8，000個などが出

土しており 、対馬を代表する弥生時代後期の遺跡

である。一方、朝日山遺跡は、南北に分断される

舟志湾の北湾に位置しており、北湾に突出する岬

の先端部分に所在している。岬の先端部分の最高

所には議選神社が所在しており、 4基の石棺は、

この裏山に所在している。また、コフノ際遺跡は、

津和川の河口部に位置しており、遺跡からは津和

浦を一望できる条件下にある。1983年に発掘調査

が実施され、 13基の石棺及び石室が確認されると
(注5) 

ともに加耶系の陶質土器が出土している。これら

の遺跡は、海からのランドマークとしての意義が

想定されており、海を意識した選地が窺われる。

初日の夜は、上対馬町泉に所在する対馬荘の内

山和夫氏から実に様々な話を拝聴した。話は、丘

陵の緩斜面に咲くオニユリのことや今では資料館
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の民具となったナガテボ(背負い龍)、田畑での石おこしに使

うホグシ、イルカ漁、ツシマヤマネコなど多岐に及んだが、

何よりも韓国に対する親近感が感じられる話は、韓国に最も

近い地理的条件にあることを改めて認識できた。

峰町立歴史民俗資料館では、ご多忙の中、阿比留伴次氏に

お世話になり、下ガヤノキ遺跡・佐賀貝塚・恵比須山遺跡・

吉田蒙古塚遺跡 ・太田原丘遺跡などの遺物を実見・実測させ

て頂いた。峰町佐賀貝塚からは、鹿角の叉状部を丁寧に加工

した縄文後期に比定できる鹿笛が出土している。事前に写真

を見てその存在については知っていたが、想像していたより

小さい印象を受けた。また、恵比須山遺跡出土の青銅製の粟

粒文方柱十字形剣把頭や下ガヤノキ遺跡出土の青銅製剣柄、

対馬の遺跡をたずねて

上対馬町塔の首遺跡

太田原丘遺跡出土の磨製石剣などについても十分観察でき、出土状況についてもご説明頂いた。

阿比留氏には資料の丁寧な説明とともに対馬に関する考古学や民俗などについてもお教え頂い

た。なお、かつて陶質土器の盆を集成したことがあり、恵比須山遺跡出土の盆をいつか実見した

いと思っていた。今回、阿比留氏のご配慮により詳細な観察ができたことは望外の喜びであった。

豊玉町においては、まず、町立郷土館を訪ねた。地元の人に館までの道を尋ねるとすぐに見つ

けられるとのこと。早速、車を走らせると仁位の高台に白を基調としたモダンな建物群を発見し

た。今までの博物館・資料館に対するイメージとは全く異なる外観に多少驚きながら、社会教育

課の松井雅美氏に郷土館を開けて頂いた。館内には、仁位川河口の張り出した岬に所在するハロ

ウ遺跡の石棺模型と磨製石剣・弥生後期の土器群・小型f方製内行花文鏡・広型銅矛・ガラス玉な

どが展示されており 、佐保シゲノダン遺跡出土の双獣付十字形把頭金具 ・銅矛・銅剣の複製、佐

保唐崎遺跡出土の有孔笠頭銅器の複製、曽の観音鼻遺跡・スス崎遺跡・鐘掛崎遺跡出土の陶質土

器なども実見できた。
かねだのき

天気予報では翌日は雨との情報を得、16時近くではあったが標高275mの金田城の登城を強行

した。夕刻ではあるが太陽は容赦なく照りつけ、湿度も高く、急な坂道を登ること 1時間、無事、

登頂した。 途中、高さ 2~5mの城壁や木戸跡を確認し、 667年に築城された歴史を身体で感じ

ることができた。頂上からは浅茅湾が一望でき、最良の立地条件下に築城されたことを知った。

しかし、頂上には、第二次世界大戦時の軍関連施設が良好な状態を保っていた。時代は異なるが

常に戦いの最前線にあったことを思い起こさせてくれた。近年、戦争遺跡の保存についての論議

が盛んであるが、机上の空論とならぬように遺跡の現状確認が重要で、あることを改めて痛感した。

なお、築城に関しては『日本書紀』巻第27、天智天皇6年の「是月、築倭園高安城・讃吉園山田
(注6)

郡屋嶋城・封馬園金田城。Jの記事によっており、考古学的調査成果との比較検討がまたれる。

その夜、美津島町高浜の国民宿舎に宿泊した。資料整理を行い、イカ釣り船の漁り火を眺めなが

ら、翌日の備えをした。
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厳原町豆股赤米神田

美津島町の根曽古墳群は、三日目の早朝に訪れた。6基か

らなる古墳群であるが、 1・2号墳は残存状態の良好な前方

後円墳である。全長は30m程で、あり、出土遺物から古墳時代

中期末から後期に築造されたと考えられている。正林 護は、

前方後円墳であることに着目し、積極的に畿内政権との関連

を示唆していぬ¥北部九州との関連において築造された歴

史的背景も視野に入れる必要があるのではないだろうか。近

年、韓国の全羅道において確実な前方後円墳が確認されてい

るが、その築造の歴史的背景を北部九州との関係で考える研

究者も少なくぷ¥。 今後、畿内から遠距離にある地域の前方

後円墳の解釈を再検討する必要がある。

根曽古墳群の現地検証を終え、美津島町教育委員会の田中

淳也氏を訪ねた。小雨の中、前方後方形の墳丘をもっ出居塚古墳と美津島町文化会館及び資料室

を丁寧にご案内頂いた。特に、足下の悪い中、スーツの汚れも気にされず、先頭に立って古墳を

案内していただいたご高配に感謝するばかりである。また、京都を発つ前から楽しみにしていた

かがり松鼻選跡の銅剣・把頭飾・ガラス玉などの実見を許可して頂いたことは、望外の喜びであ

った。その出居塚古墳は、全長40mを測り、主体部からは有茎柳葉式銅鉱が出土しており、古墳

時代前期から中期に比定されている。先述した根曽古墳群を眼下に見おろす条件にあり、当該地

における首長墓の系譜を考える上で、興味深い地域でtZ。

厳原町資料館では上対馬町朝日山古墳、美津島町出居塚古墳などの出土遺物を実見させて頂き、

佐賀県伊万里市腰岳産の黒耀石製の石鎌や島主宗氏の伝世品などを拝見させていただいた。特に、

賀谷洞窟から出土している土師器に山陰系の蓋らしき資料を実見したが、仮にその認定が正しけ

れば、北部九州のみならず、日本海沿岸地域との地域間交流を示唆する考古資料として重要である。

その後、島南端に位置する豆酸を訪れた。先ず、神事を含めて昭和54年12月6日に町民俗文化

財に指定された赤米神田に立ち寄り、続いて国指定無形文化財に指定されており、旧暦 1月3日

に亀卜によ ってサンゾーロー祭が執り行われる雷神社と「鶴王御前jの悲話を伝える美女塚を訪

れた。特に、赤米神田で執り行われる神事については、永留久恵が「豆酸では(十月)十七日に赤

米の新穀をもって天道霊を生成(鎮呪)し、翌十八日に天道の祭りが行なわれる。これを「初穂米」

と称して神人共食を振舞うが、この本意が新嘗の儀礼であることは論ずるまでもない。」と簡潔

に記述しておら完18。赤米神田を訪れたのは、真夏であり、赤い稲穂を見ることはできなかった

が、厳格に執行された古代の儀礼に想いを馳せた。

雷神社から美女塚を経由し豆酸岬に至り、椎根に残存する対馬固有の構造物である石屋根と佐

須川の上流500mに位置する矢立山古墳を実見した。矢立山古墳は、古墳終末期に築造された石

室墳であり、 T字形の平面プランが確認されている。平面プランだけの比較では、正確に築造の

歴史的背景を理解できないが、朝鮮半島や日本海などの他地域との関係を考慮する必要がある。
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4.対馬を訪れて

今回の対馬探訪は、共同研究の一環として実施したが、研究テーマのみに終始せず、積極的に

動き廻った。短期間でそれが実現できたのは、文中で芳名を記した方々のご援助のお陰である。

改めて感謝の意を表したい。また、同行した中川和哉調査員には、基礎学習から対馬踏査が終わ

るまで終始、ご指導を頂いたし、長岡京跡の名神P.A.現場を共に担当されている調査員諸氏に

は多大なご迷惑をおかけした。現在、今回の資料調査を概観している最中であるが、極めて有意

義であったことを附記しておきたい (97110/19)。

(こいけ ・ひろし=当センター調査第 2課調査第4係調査員)

注l 水野清一・ 樋口隆康・岡崎敬『対馬j東方考古学叢刊乙種六 東E考古学会 1953 

注2 国分直一主幹『えとのすj第30号 新日本教育図書株式会社 1986 

注3 森 正「国道176号関係遺跡発掘調査概要 (l)蔵ヶ崎遺跡J( r京都府遺跡調査概報j第54冊 (財)

京都府埋蔵文化財調査研究センター) 1993 

注4 三国志貌書東夷伝倭人条 対馬全文「其大官日卑狗、副日卑奴母離、所居絶島、方可四百絵里、土

地山険多深林、道路如禽鹿径、有千絵戸、無良回、食海物自活、乗船南北市薙J

注5 藤田和裕編「コフノ際遺跡J( r上対馬町文化財調査報告書J1 上対馬町教育委員会) 1984 

注6 坂本太郎・家永三郎・井上光貞・大野 晋校注『日本書紀j下 日本古典文準大系68 岩波書庖
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京都府埋蔵文化財情報第66号

平成 9年度発掘調査略報

5.天王山古墳群B支群 1・2号墳

所在地 熊野郡久美浜町字鹿野886番地ほか

調査期間 平成 9 年 4 月 14 日 ~7 月 11 日

調査面積 約1，000m2

はじめに この調査は、丹後国営農地(西部地区)開発事業の鹿野団地造成に伴い、農林水産省

近畿農政局の依頼を受けて実施した。天王山古墳群は、佐濃谷川下流域左岸の丘陵に広がる遺跡

で、正陵東側は字平田、西側は字鹿野という 。このあたりには、果樹園が広がり、梨・桃などの

産地として有名なところで、今回の造成もこのような果樹園を造るために計画された。

古墳群は、正陵尾根筋上に構築され、尾根筋によってA.B支群に分けられている。A支群に

は28基、 B支群に10基の、合計38基からなる。この古墳群が位置する正陵地には、鬼の釜 1・2

号墳、別荘 1. 2号墳、 ドウブン古墳群が隣接して存在することから、これら一連の古墳群は、

本来は一つの古墳群であったと思われる。

天王山古墳群は、平成8年度にA支群の 3・4・22号墳を久美浜町教育委員会、 5号墳を京都

府教育委員会、 13 ・ 17~ 21号墳を当調査研究センターが分担して調査を実施した。 埋葬施設とし

ては、木棺直葬や箱式石棺を主体部とすることが認められたほか、後世の経塚 2基も検出されて

いる。箱式石棺は古墳時代中期を中心とし、

木棺直葬は古墳時代後期 (6世紀前半・中

頃)、経塚は平安時代末~鎌倉時代初頭(12世

紀後半)のものであることが判明している。

天王山古墳群B支群 1・2号墳は、古墳群

の北東端の標高30m前後とあまり高くないと

ころに立地している。また、古墳の位置する

丘陵に沿って東方には佐濃谷川が大きく蛇行

して北流し、 B支群 1・2号墳の北方前面に

は国指定史跡函石浜遺跡を経て日本海を望む

ことカfできる。

調査概要 調査の結果、 l号墳からは主体

部 2基、 2号墳からは主体部 l基を確認し

第 1図調査地位置図(1/50，000) た。
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平成 9年度発掘調査略報
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第 2図 鹿野団地造成予定地内遺跡分布図

① 1号墳

墳正 径約18m.高さ約1.8mを測る円墳である。大半が盛り土で築かれた古墳で、主体部検

出面の約 1m下から旧表土を確認した。主体部は、墳頂部の中央で 2基確認した。2号墳との境

には、幅約 3m・長さ約 8mを測る区画溝が設けられていた。

第 1主体部墳頂部ほぼ中央に位置する主体部で、木棺直葬である。墓墳は二段墓塘で、その

規模は幅約1.9m .長さ約5.4m、木棺の規模は幅約O.7m.長さ約3.5mを測る箱形木棺と考えら

れる。棺上からは須恵器の杯身 8・杯蓋8・高杯 1・躍4・聾 1、土師器長頚査 lなどの遺物が

破砕された状態で出土した。木棺の検出面からは、長側板外側で馬具・鉄鉱などの鉄製品が出土

した。また、裏込め内からも躍 lが出土している。

棺内からは、勾玉 I・ガラス玉14・管玉 8・須恵器(杯蓋 5・杯身 2)・馬具(轡 1・辻金具 ・

革金具)・鉄鉱・万 1.万子が出土した。杯身・杯蓋は、転用枕として使用され、周辺に朱が認

められた。勾玉は、この転用枕付近から出土した。万は腰付近で、また玉類は棺内にまきちらし

た状態で出土している。これらのことから、頭位は、西向きであったと思われる。出土した土器

の形態には、 6世紀前半の特徴をもつものと中頃のものとが共存しており、 6世紀中頃に築造さ

れたと考えられる。

第2主体部 第 l主体部西側から並行して検出した主体部で、木棺直葬である。墓墳は二段墓

墳で、その規模は幅約1.3m・長さ約6.0mを測る。墓境検出面の小口部から杯葦 1点が出土した。

棺内からは万子 lが出土した。土器の形態から、 6世紀中頃に埋葬されたと考えられる。第 l主
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京都府埋蔵文化財情報第66号

体部より後に、ほとんど時間差をおかずに埋葬されたと思われる。

②2号墳

墳丘 径約10m'高さ約 1mを測る円墳で、大半を盛り土で築いた古墳であった。南側から西

側にかけての墳丘斜面と、墳頂部が一部流失していたため、墳頂部の中央で残りの悪い主体部 l

基を検出した。

主体部 木棺直葬で、墓墳は二段墓壌であった。その規模は、幅約1.7m・長さ約3.5mを測る。

墓墳検出面の小口部から須恵器短頚査 l・土師器杯3が、棺底から万子 1.鉄鉱 lが出土した。

土器は、その形態から 6世紀中頃のものであることから、その頃に築造されたと思われる。

③経塚 l号墳第 l主体部東側から、経塚 1基を検出し、板石で、囲った室内に経筒が埋納され

ていた。レントゲン写真の結果、筒内に経典が残っていることがわかり、現在その保存処理中で

あるため、経典の内容などは不明である。経筒の形から、ほほ12世紀後半のものと考えている。

まとめ 平成 8年度の調査では、 E陵高位の古墳の調査を実施し、木棺直葬や箱式石棺を埋葬

施設とする古墳が検出された。今回、調査を行った 1・2号墳と合わせて丘陵の利用状況を考え

ると、丘陵最高所の条件のよい場所から順に利用され(古墳時代中期)、その後、最高所の空白部

分に後期(6世紀前半段階)の古墳が築造され、順次正陵の先端(下方)に向かつて築造されていっ

たと考えられる。天王山古墳群は、 30基以上の古墳から構成されるものの、 6世紀後半段階の古

墳や横穴式石室を主体部とする古墳が存在しないことから、 6世紀中頃には古墳の築造が終駕を

迎えたと考えられる。

l号墳第 l主体部のように、多くの須恵器や馬具を保有する同時期の古墳としては、竹野郡弥

栄町の太田 2・4号墳、中郡峰山町の桃山 l号墳などがあげられる。太田 2号墳は埴輪列をもっ

大型円墳で、桃山 l号墳は豊富な武器・馬具を副葬する。太田 4号墳は馬具を副葬しないが須恵

器武器類が多く副葬されており、同時期の古墳に比べて墳正・副葬品に格差が認められる。現在、

1号墳出土の馬具や鉄鉱などの鉄器類については図化作業を行うための錆落とし中である。しか

し、天王山古墳群の中でも、鉄器や土器類などの副葬品は、 l号墳が最も多いことから、相当の

有力者が葬られた古墳であったと推察する。

今回、調査を実施した古墳 2基は、盛り土による古墳で、旧表土からは弥生時代後期の土器片

が出土しており、古墳が築かれる以前にもこの付近で人々の営みがあったと思われたが、調査の

結果、弥生時代後期の遺構は認められなかった。

経塚については、昨年度に調査したものとタイプが異なり、経簡を納める部分に凝灰岩の板石

を利用している。函石浜遺跡の海岸ないし鹿野団地造成予定地内の正陵低位部分でも凝灰岩が産

出することから、これらを利用したのではないかと考えられる。

(岡崎研一)
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6.挙監 1

所在地 熊野郡久美浜町字永留小字谷垣10ほか

調査期間 平成 9 年 7 月 4 日 ~9 月 12 日

調査面積 約500m2

平成 9年度発掘調査略報

2 3号墳

はじめに この調査は、丹後国営農地(西部地区)開発事業の永留団地造成に伴い、農林水産省

近畿農政局の依頼を受けて実施した。この古墳群は、久美浜町東部を北流する佐濃谷川中流域左

岸に所在し、東西方向にのびる正陵尾根筋上に円墳13基 ・方墳4基が存在する。造成範囲にかか

る古墳は、正陵先端に位置する l号墳と 2号墳の大半で、 3号墳については周溝の一部のみであ

った。

調査概要 調査の結果、古墳 1基(1号墳)と周溝の一部(3号墳)を確認した。2号墳は、 1. 

3号墳を築いた際の残丘であることがわかった。

① 1号墳

墳丘 径約14m・高さ約1.8mを測る円墳で、木棺直葬墳である。墳丘南西部分が一部流失し

ていた。墳頂部で主体部 l基を検出した。

主体部 ほぼ南北方向の二段墓墳で、長さ約3.2m . I幅約1.1m'深さ約0.34mを測る。墓墳北

側床面からは、勾玉 ・ガラス玉 ・紡錘車が出土している。墓墳周辺部でも須恵器杯身・壷 ・土師

器杯などが出土しており、その土器の形態から 6世紀中頃と思われる。

その他の遺構 墳頂部から主体部と重複する形で、経塚 l基を検出した。径約0.6m'深さ約

0.25mの掘形の中に、外容器が埋まっていた。外容器の上部には、蓋が割れた状態でのっており、

蓋の上には偏平な石が2石あった。

②3号墳 古墳の大半が調査地外となるため、今回検出した遺構は周溝の一部であった。周溝

谷垣古墳群の北側正陵裾部には、平坦な微高地が

広がることから、この付近に当時の集落跡が存在

すると推測される。

(岡崎研一)
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京都府埋蔵文化財情報第66号

7.スガ町古墳群

所在地 竹野郡網野町大字生野内小字岸ヶ谷 lほか

調査期間 平成 9 年 5 月 12 日 ~ 10月 3 日

調査面積 約2，600m2

はじめに 今回の発掘調査は、丹後東部地区国営農地開発事業郷4団地造成に伴い、農林水産

省近畿農政局の依頼を受けて実施した。調査対象地は、竹野郡網野町生野内地内の網野町と峰山

町を結ぶ地方道網野峰山線より南側の正陵上に位置している。調査地周辺は昭和 2(1927)年にマ

グニチュード7.4の大地震が起こった活断層が走っており、天然記念物に指定されている郷村断

層が存在している (第 l図)。

調査概要 今回の発掘調査は、スガ町古墳群のうちB支群と C支群について実施した。調査対

象地には、当初10基の古墳状隆起があると指摘されており、 B支群で 5地区、 C支群で l地区に

調査区を設定し発掘調査を行った。その結果、 4基の古墳を確認し、 B支群では 1・3・4号墳、

C支群では 4号墳と名付け、調査を行った。B支群 1号墳は、小規模な円墳で、 2基の埋葬施設

を検出した。B支群 3号墳では、 3基の埋葬施設と土坑や炭窯を検出した。さらに、墳頂部で北

丹後大震災の際に生じたと思われる地割れの地震痕跡を 4条検出した。また、第 2主体部とした

埋葬施設が地震の地割れによって破壊さ

れた状態で検出された。第 2主体部は、

二段に掘られた墓墳で、西側半分が地震

の地割れによって地崩れを起こし、墓墳

が傾斜している (第2図)0 B支群4号墳

では、 3基の埋葬施設と土坑、そして地

割れ・地崩れの地震痕跡を検出した。3

基の埋葬施設は、 B支群 3号墳と同様に

地震によって破壊されていた。C支群4

号墳では、東西方向に長い方墳で、墳頂

部で 3基の埋葬施設と炭窯を検出した。

まとめ 今回の発掘調査では、 6地区

を設定しB支群で 3基、 C支群で l基の

古墳を調査した。今回の発掘調査での成

果として、 B支群では自然地形を利用し

た不定形な墳形に小規模な埋葬施設とい
'i!?思WI!・11111附!I

第 1図調査地位置図 (1/25，000)
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う特徴をもち、 C支群4号墳は自然地形を

削り出して方墳を造り、大規模な埋葬施設

をもっており、尾根ごとに分けた支群で古

墳の墳形や埋葬施設の様相が異なることが

判明した。また、今回調査したすべての古

墳は、 一つの古墳に複数の埋葬施設が設け

られていた。しかし、どの埋葬施設からも

遺物が出土せず、支群の時期やそれぞれの

古墳の時期を決めることが困難であり、今

後周辺の遺跡や丹後地域の古墳の特徴など

と照らし合わせて検討していかなければな

らない。

もう一つの成果として、北丹後大震災の

活断層の隣接地で発掘調査を行い、古墳の

墳頂部(正陵頂部)で地割れなどの地震痕跡

を検出できたことである。このように、地

震の影響による地割れや、地すべりなどに

よって埋葬施設などの遺構が破壊された状

況で検出されたものとしては、丹後地域で

L=75.000m 

平成 9年度発掘調査略報
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回画面画

第2図 B支群3号墳第2主体部実測図

は、大宮町の通り古墳群で確認されている。通り古墳群で検出されたのは、 3号墳の第 1・2主

体部で、いずれも地すべりによって分断されている。また、 l号墳と 3号墳の墳正でも地震痕跡

が確認されている。今回のスガ町古墳群の調査でも同様の状況であり、丹後地域では二例目の発

掘調査による確認となった。今回の調査地は、活断層に近いこともあって、直接的な揺れによっ

て生じた地割れと思われる。今後、今回のこの地域での遺跡と地震痕跡の存在について、検討が

必要と思われる。
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京都府埋蔵文化財情報第66号

8.松ヶ崎遺跡第 5次

所在地 竹野郡網野町大字木津小字松ヶ崎

調査期間 平成 9 年 7 月 7 日 ~9 月 10 日

調査面積 約460m2

はじめに 松ヶ崎遺跡は、京都府北部の日本海側に位置し、丹後半島の西側の付け根の網野町

にあたり 、弥生時代前期から中期及び奈良時代の集落と推定されている。周辺には、北約1.1km 

に縄文時代中・後期の浜詰遺跡が、また西約 3kmには久美浜町に所在する史跡函石浜遺跡が知ら

れている。

松ヶ崎遺跡、の範囲は、昭和35から39年にかけて行われた 3次にわたる試掘調査によって明らか

になっている。さらに、昨年度の第 4次調査では、奈良時代後期の遺物を含む地層や弥生時代前

期の遺物を含む地層が確認され、弥生時代前期の水路遺構なとeが見つかっている。これによって、

集落の立地や遺物の分布範囲がより具体的にわかってきた。今回の調査では、近世の水路跡、古

墳時代前期の井戸、弥生時代の遺物を含む地層を検出し、さらに下層で縄文時代前期初頭の石固

い炉と同時代の遺物が出土する地層を発見した。

調査概要 調査地の地区名は、昨年度の調査トレンチに合わせて続き番号とし、東から第 5~

8トレンチとした。

第 5トレンチ 古墳時代前期の土器溜まりや、井戸を検出した。調査地の北側で検出した井戸

量輸包芦泡

。

日本

第 l図調査地位置図(1/25，000)
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は、直径約1.5m .深さ約

O.45mの掘形の中に桶を転

用し、井戸枠に使用してい

た。調査地の西側で検出し

た古墳時代前期の土器溜ま

りは、厚さ10cm未満で、層

内からは弥生時代前期~中

期の土器片とともに、古墳

時代の土師器や濃紺色のガ

ラス小玉が 1点出土した。

第6卜レンチ 地層と遺

構の有無を確認した後、土

平成 9年度発掘調査略報

第 2図調査トレンチ位置図

置き場としたトレンチである。雨によって壁面が崩落して、 トレンチの西側断面に弥生時代 ・古

墳時代の遺物が包含する黒色粘質土砂混層を一部で確認したが、遺構面は確認できなかった。

第7トレンチ 海抜約1.4mで、縄文時代前期初頭の遺物が出土する黒色砂層を検出した。 トレ

ンチ西よりの南側で、縄文時代前期初頭の遺物が出土する落ち込みを検出した。

第8卜レンチ 層位は、現在の道路面(海抜4.4m)から1.6m下までは黄褐色系の細砂層で、そ

の層の下に堆積する黒灰色粘質砂層を掘り込み、松の丸太と杭を用いた近世の護岸工事の跡を検

出した。 黒灰色粘質砂層の上面で土師器片が出土している 。 海抜1. 8~ 1. 5mで、は、黄褐色から青

灰色の細砂層が堆積しており、両層の聞には暗灰色粘質の細砂層が斜めに堆積している。この層

からは拳大の円喋と弥生土器片が出土している。海抜1.5 ~ O. 8mの黒色粘土層からは縄文土器が

出土している。この黒色粘土層は調査地の西に向かつて高くなっており、南西にある山の方向に

地形が上がると考えられる。黒色粘土層以下では、トレンチの中央部で東西に断ち割りを行い、

地層の確認及び遺物の出土状況を確認する調査を海抜-O.8mまで行い、第四層で無遺物層になる

ことを確認した。

出土遺物

古墳時代 前期の井戸に使用された桶は、大木を割り抜いた製品で、底板は桶の下からはめ込

む構造で、板を留める模のための柄が掘られている。内側には漆が施されており、仕上げが大変

ていねいな造りになっている。この桶は、井戸に転用される前のある段階でひび割れたようで、

1か所に補修のための穴が一対開けられていた。

縄文時代 第12層の黒色粘土層以下第18層の腐植土層までの間で、前期初頭と考えられる遺物

が出土した。第10層の黒色粘土灰色砂混層と第11層の暗灰色粘土層からは、中期と考えられる土

器片が少量出土している。第12層では、石皿や石錘などの石製品とともに、轟式の影響を受けた

鉢が出土している (第4図 1)。 器形はキャリパー形の丸底もしくは尖り底で、山形口縁の裾部か

ら外面にかけては粘土紐貼り付けによる隆帯を垂下させ、口縁下で外周する隆帯に接続する。隆
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京都府埋蔵文化財情報第66号

帯の上には、刻み目を施している。胴部の屈曲部には同様の隆帯を施すが、縦の隆帯は上方にの

びる。胴部から底部にかけての屈曲部でも同様の隆帯を施している。内面には強い条痕文を残し

ており、外面はナデ消されている。このほかに、キャリバー形の深鉢と考えられる器形で、口縁

端部に刻み目を施し、内面ナデ、外面縄文の器種などがある(第 4図2)。全体的に各器種とも 、

内面に縄文を施すものは認められない。第13・14層からの出土土器はない。第15層の灰色砂層か

らは、 山型の口縁で、内面工具によるナデもしくは条痕、外面には右下がりの縄文地にへラ状の

工具で斜格子文とその下部に口縁部に平行する沈線を施す小片や(第4図3)、胴部片で内面横方

向の条痕、外面右下がりの縄文地や、内面縦条痕、外面横条痕を施すものなどが出土した。次の

第16層からは土器は出土していない。第17層の暗灰色砂からは、最下面の第18層直上から、糞石、

瓢箪の外皮、堅菓類、石製品とともに、ほぼ完形の砲弾形の深鉢が出土した。内面ナデ、外面右

下がりの縄文地の粗製品である。精製土器ではキャリバー形の深鉢と考えられる器形で、口縁は

山形、端部に爪形の刺突を施し、内面はナデ、外面には右下がりの縄文地に口縁部に沿って五段

の細い爪形刺突、その下に太めの爪形で連続刺突による 2条の押しヲlき沈線、胴部の屈曲部に太

めの爪形で三段の爪形刺突を施しているものや(第4図4)、 小形品の胴部に二連一対の刺突を押

1.黄褐色細砂層

2.黄色細砂

南壁断面 西壁断面

3.黒灰色粘質砂層

4.明灰色細砂層

5.黄灰色細砂層

6.明黄褐色細砂層

7.暗灰色粘質砂層

8.糞褐色細砂層

9-1.黄灰色粗砂機混じり (上面)
(直径 3-511l11角磯多)

9 -2.乳灰色粘土(下面)

10.黒色粘土灰色砂混じり

11.時灰色粘土

12-1.黒色粘土

12-2.黒色粘土砂混じり

13.灰褐色粘砂

14.バイラン層

15.灰色砂

16.暗灰色粘土

17.暗灰色砂

18.腐植土膚

19.黄灰色粗砂礁混じり
(直径 5-7nm角磯多)

。
言プ

第3図 第 8トレンチ断面図
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平成 9年度発掘調査略報

し引き状に縦・横に施すものなどが出土している。第18層の腐植土層中からは、多量の堅菓類、

獣・魚骨とともに、口縁部に山形口縁状の小突起を持ち、内面ナデ、外面条痕の土器が出土して

いる(第4図5)。 最下面の第四層直上からは、キャリバー形の深鉢と考えられる器形で、口縁は

山形、端部に爪形の刺突を施し、内面はナデ、外面には右下がりの縄文地に口縁部に沿って 5段

の細い爪形刺突、その下に太めの爪形で連続刺突による 2条の平行線、胴部の屈曲部に太めの爪

形で 3段の爪形刺突を上下に 2帯施すもの(第4図6)や、同じく キャリパー形の深鉢で口縁は山

形、端部に爪形の刺突、内面はナデもしくは条痕、外面は左下がりの縄文地に胴部の屈曲部に二

連の爪形刺突を施すものが出土している。調整では、内外面条痕地の外面に三連の員殻刺突を連

続して施すもの(第 4図7)や、内面横条痕、外面縦条痕の小片、内面ナデ、外面横縄文などがあ

る。出土土器の内、爪形状の刺突を施すものは皆同一方向の施文になっている。

まとめ 今回行った発掘調査の成果としては、昨年度までの調査では確認されていなかった古

墳時代前期の遺構と、縄文時代前期の遺構とをあらたに検出したことがあげられる。

今回、検出できなかった弥生時代の遺構については、古墳時代前期の井戸の検出状況から、こ

の時代の遺構も含めて後世に削平されたと判断した。

新たに発見した縄文時代前期初頭の土器群及びその他の遺物は、京都府北部の編年資料の空白

部分の一部を埋めるものとして、また当時の環境や生活を復原する上で重要で、ある。出土した各

層の土器には北白川下層 I式につながる器形が多く、文様の特徴では羽島下層式の特徴を持った

ものが含まれる。多量の堅菓類や石皿 ・蔽石からは縄文時代前期初頭の食用植物の状況が、獣-

魚、骨や石錘からは狩猟・漁労の実態が明らかにできると思われる。(戸原和人)

7 

第4図出土遺物

1・2.第12層 3.第15層 4.第17層(第18層直上 5.第18層 6・7.第18層(第四層直上)

Fh
u
 

q《
U



京都府埋蔵文化財情報第66号

9.苗代古墳群

はじめに 今回の調査は、丹後国営農地開発事業(二箇団地)に伴い、農林水産省近畿農政局の

依頼を受けて実施した。 調査地は、正陵頂部から派生する尾根上にあり、標高80~90m を測る 。

調査地から見下ろせる谷を取り囲む丘陵には、中世の城跡、が多く分布しており、当初、城跡の一

部と推定されていた。周辺の古墳時代の遺跡には、相之目古墳や笹ヶ谷古墳(平成8年度峰山町

教育委員会調査)などがある。また、北東方向には弥生時代の環濠集落である途中ヶ正遺跡を望

むことカfできる。

調査概要 開発予定地である 2つの尾根にトレンチを設定した。調査の結果、 6基の古墳群で

あることがわかった。 1 ~5 号墳は、西から東に降りる尾根筋に階段状に並び、 6 号墳は 2 号墳

に取り付く尾根の基部に立地する。いずれも墳正は地山を削って造り出している。 1. 2・6号

墳は、区画溝を設けている。6基の古墳のうち、墳丘規模が最大である 2号墳は多埋葬墳で、そ

の他の古墳は単独埋葬墳である。2号墳は一辺19mX14mの方墳で、墳丘平坦面に 9基の主体部

が重複している。主体部は、6基が木棺直葬で、他の 3基は査棺である。

中心主体部(第 1主体部)は二段墓墳

で、上段は長さ約5.7m'幅約2.6m、下

段(棺の掘形)は長さ約4.8m'幅約l.lm

を測る。木棺は IHJ形の組合式木棺で、

内法で長さ約3.7m'幅約O.5mを測る。

棺内は 3つの区画に分けられるようで、

中心区画の底には赤色の土が厚さ約 5cm 

敷かれていた。朱と同じ役割を果たすも

のと考えられる。また、棺内からは菊翠

の勾玉 l点と錨2点が出土した。勾玉は

両面穿孔である。

第 7 ~ 9 主体部は、査棺を埋葬したも

ので、 1基は 2つの査を合わせ口にして

おり、他の 2基は lつの査を棺の本体と

し、他の査の破片を蓋として使用してい

所在地 中郡峰山町字二箇小字相之目

調査期間 平成 9 年 5 月 8 日 ~8 月 27 日

調査面積 約750m2

第 l図 調査地位置図0/25.000)
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第2図  2号墳遺構配置図

る。大きさから小児用と考えられる。使用されてい

る壺はいずれも二重回縁壺である。          ~ |

他の古墳の埋葬施設は木棺直葬で、墓墳は地山を

二段に掘 り下げた二段墓墳が主体である。

出土遺物 には副葬品 として勾玉 2点 (2号墳第

1・ 5主体部 )、 ガラス製管玉 (2号墳第 5主体部)、

鈍 4点 (2号墳第 104・ 5主体部)がある。その他

4号墳及び 5号墳の墳丘裾でそれぞれ土師器高杯、

須恵器甕が出土 した。

まとめ 調査の結果、苗代古墳群は古墳時代前期

から中期にかけての古墳群であることが半J明 した。

出土遺物から 1～ 5号墳へ と順次築造されていった

と考えられる。 2号墳のような多埋葬墳は、弥生時

代の家族墓の伝統を強 く残 している墓制であり、類

似の例に丹後町大山墳墓群・大宮町帯城墳墓群・峰

山町金谷古墳群・久美浜町権現山遺跡・加悦町内和

田古墳群などがある。苗代古墳群は、これらの中で

平成 9年度発掘調査略報

L=9吼5m

0                2m

第 3図  2号墳第 1主体部実測図

最 も新 しい時期に位置づけられ、弥生時代的な墓制から古墳時代的な墓制へ変化 していく様相が

うかがえるといえる。丹後地域の墓制を考える上で重要な成果が得 られた。
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京都府埋蔵文化財情報第66号

10.竹中遺跡

所在地 舞鶴市字堂奥小字稲谷口 ・鍋森

調査期間 平成 9 年 8 月 18 日 ~9 月 25 日

調査面積 約500m2

はじめに 竹中遺跡は、舞鶴湾東港に注ぎ込む祖母谷川の上流、堂奥集落の南東約800mの谷

間段丘上に位置する。周辺には、矢野山城跡など中世の山城跡が点在しており、 また山を隔てて

北東には、平安時代からの寺院、金剛院などが所在している。

今回の調査は、近畿自動車道敦賀糠(舞鶴東~大飯)の建設に伴い、日本道路公団大阪建設局の

依頼により実施した。調査地点は、高架道路の第 3橋脚部と第 4橋脚部にあたるところである。

調査概要 西側の第3橋脚部に関わる調査地を第 lトレンチ、東側の第 4橋脚部に関わる部分

を第 2トレンチとして調査を開始した。

第 1卜レンチ 黒褐色の表土(第 l層)を除去すると、大半が黄褐色の土層(第3層)となる。こ

の土層以下は無遺物層であったが、トレンチ東側中央部で、表土直下に灰褐色の土層(第 2層)を

検出し、この第2層からは、鎌倉時代の土師器皿の小片が出土した。

第2トレンチ 第 lトレンチと同様に、表土直下に黄褐色の土層(第 3層)が広がる。しかし、

このトレンチでは、第3層に掘り込まれたビットを検出し、このうちのいくつかからは、瓦器の

小片や土師器皿片が出土した。また、 トレンチの西端部で、土師器皿、瓦器のほか青磁片などを

包含する暗茶褐色の土層(第2層)をわずかに検出した。さらに、トレンチの南側中央部では、拳

大から人頭大の石が集積された部分(S

X04)を検出した。この集石部は、一辺

が約1.5mのほぼ正方形を呈すると推定

される。石の聞からは、瓦器、須恵器、

陶器などのほか、銅製鍋の口縁部と考え

られる小片が出土した。

まとめ 今回の調査地は、これまでに

大部分が開墾、削平されてきたようであ

るが、今回の調査でわずかながらも中世

の遺構・遺物を検出したことから、竹中

遺跡の概要を知りうる一端が得られたと

考える。今後の調査成果の蓄積に期待し

たい。 (竹下士郎)調査地位置図(1/50，000)
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平成 9年度発掘調査略報

11.2Z蔀遺跡第 3次

所在地 亀岡市余部町和久成

調査期間 平成 9 年 7 月 1 日 ~8 月 1 2 日

調査面積 約400m2

はじめに 今回の調査は、京都府農業総合研究所の倉庫棟建設に伴うもので、京都府農林水産

部の依頼を受けて実施した。

余部遺跡は、大堰川西岸の河岸段丘上に東西約900m・南北約 1kmにわたって広がる遺跡であ

る。弥生時代から中世にかけての複合遺跡と考えられている。

調査内容 今回の調査では、弥生時代と中世の遺構を検出した。弥生時代の遺構は、調査地東

半部で検出した。主要なものは、方形周溝墓SX301である。調査地北東隅で検出した。周溝は、

幅O.9 ~ 1 m・深さO.3 ~ O. 6mで、ある。隅部は掘り残す。今回は方形周溝墓の南西隅部を検出し

たのみで、その他の部分は調査地外となるため、全体の規模などは不明である。周溝内から、弥

生時代畿内第E様式併行期の査や土器片、石鍛などが出土した。このほか、ピ ットなどを検出し

たが、その性格は不明である。

中世の遺構は、断片的ではあるが、調査地ほぼ全面にわたって検出した。主に素掘り溝で、畑

などの耕作に伴うものとみられる。

まとめ 今回の調査では、畿内第E様式併行期の方形周溝墓を検出した。これは、弥生時代中

期初頭頃にあたる。口丹波地域では、弥生時代の方形周溝墓は各遺跡で検出されているが、ほと

んどが畿内第W様式併行期、弥生時代中期後半頃以降のものである。今回検出した方形周溝墓は、

現状では口丹波地域最古のものといえよう 。

方形周溝墓SX301(東から)

口同
d
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調査地位置図(1/25，000)
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12.柏平遺跡

所在地 域陽市富野柏平ほか

調査期間 平成 9 年 8 月 25 日 ~ 9 月 4 日

調査面積 約180m2

はじめに この調査は、木津川右岸運動公園(仮称)整備事業に伴い、京都府土木建築部の依頼

を受けて実施した。柏平遺跡は、すでに遺物散布地として知られ、森山遺跡の東約500mに位置

する標高70m前後の丘陵一帯を範囲とする。正陵頂部には本来数ヘクタール規模の平坦面があっ

たようであるが、現状は砂利採取により、北端部の城陽市浄水施設付近が残る程度である。昭和

61年には、この遺跡地内の砂利採取地から古墳時代後期中葉の古墳が l基発見され、柏平古墳と

命名された。その時、付近には群集墳の存在の可能性が言及されているが、不明のままである。

今回の調査地は、柏平古墳の北約150mの丘陵頂端部に lか所(Bトレンチ)、同約230mの丘陵裾

部に lか所(Aトレンチ)の計2か所にトレンチを設定した。

調査概要 Aトレンチは、丘陵北斜面の裾付近(標高60m前後)に設定した。面積は約140ばで

ある。現況は竹林で、南から北にゆるやかな傾斜の平坦地である。掘削の結果、トレンチ東半と

西半で埋没した南北方向の谷地形を確認した。遺物が出土していないため、埋没時期は不明である。

Bトレンチは、正陵頂部平坦面の北端(標高72m前後)に設定した。面積は、約40ばである。現

況は荒撫地で、以前は畑地であったようである。掘削の結果、表土の直下で赤糧色砂質土の地山

面となり、地山面は南東から北西方向にゆるやかに傾斜している。遺構、遺物は出土していない。

まとめ 今回の 2か所に設置した調査トレ ンチでは遺構・遺物を確認できなかった。この調査

地点は、遺跡範囲の北側縁辺部であり、遺跡の内容に迫る成果は得られなかった。遺跡の中心部

分にあたる丘陵頂部は残り少なくなっており、今後の調査の機会が待たれる。(有井広幸)

調査地位置図0/25，000)
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誌上遺物展示

3.京都府京田辺市堀切 7号墳の人物埴輪

概要 15世紀に隼人正の地位にあった中原康富の日記『康富記』には、隼人司領として、江州

竜門(滋賀県大津市)、山城国大住郷(京都府田辺町)、山城国宇治田原郷(京都府宇治田原町)、西

京隼人町(京都市右京一条二坊)、河内国萱振保(大阪府八尾市)、丹州氷所(京都府亀岡市)の 6個

所が挙げられている。また、 10世紀の 『延喜式J、藤原公任の儀式書『北山抄』には畿内各所に

隼人が居住し、儀式に参列させることが記されている。また、『新撰姓氏録Jには大和国に大隅

隼人、山城国に阿多隼人がいる。このように、畿内に南九州に居住する隼人との関連を持つ人々

が存在したことは確実である。中でも、正倉院文書のーっとして伝わっている「山背国綴喜郡大

住郷計帳jすなわち「隼人計帳Jには、 86人の隼人の名を列記しており、番をつくって隼人司に

奉仕していたようである。では、これらの隼人はいつから畿内地域に移配されたのであろうか。

この、大住郷に所在す

る大住隼人の居住につい

ては、古墳時代にさかの

ぼるという見解があり、

ここで紹介する堀切 7号

墳の人物埴輪もその傍証

として取り上げられてき

た遺物の一つである。

この人物埴輪は、両手

と胴部下半を欠失してい

るが、全長60cmを測る逸

品である。頭部は胃と綴

を装着した表現を持ち、

胴部は右前の衣服で腰に

は帯を巻いている。この

帯の端部は剣先状に尖

り、蛇尾のような帯金具

を表現した可能性があ

る。帯からは左側に万、 堀切 7号墳出土人物埴輪実測図
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右側に袋状のもの(盛矢具か?)を下げている。両手は失っているが、中央で組むか何かを捧げ持

っているかと考えられる。顔の表現は杏仁形のつりあがった目と口を開け、みずらを結っている。

この埴輪を特徴づけるのは、顔面に施された入墨状の表現である。それは左頬から右頬にかけて

と顎部分に直弧文に類した文様をヘラ描きしたものである。

この埴輪が出土した堀切古墳群は、丘陵部に立地する 6基からなる古墳群である。昭和53年に、

田辺町教育委員会によって発掘調査が実施された。また、斜面には昭和44年に京都府教育委員会

によって調査された横穴 7基が築かれている。その内、 6号横穴では石棺に改葬骨が納められて

いた。これは竜山石製の四注式の組合式家形石棺で、乙訓地域に分布する四注式陶棺との関連が

想起される。これらの横穴は残存長 2~2.5m ・幅1. 5 ~ 1. 6m規模のもので、徳利形のものが多

く、墓道が玄室に向かつて傾斜する特徴がある。

意義 この人物埴輪が隼人の居住の傍証とされている根拠は、顔面の入墨である。一般に畿内

の人物埴輪は入墨の表現が無い。東日本には入墨表現の埴輪が若干あるが、それらは赤彩による

もので、本例のように刻線で表現する例は少ない。また、この埴輪では文様が直弧文である点も

異例である。また、胃状の頭部、帯金具の着装など、 細部の表現に畿内に通有の人物埴輪とは相

違する点が多い。だからと言って、この人物埴輪が隼人であるとは断定できないが、なぜ、今ま

で隼人との関連が議論されてきたのだろうか。それは、この堀切古墳群が所在する一帯が官頭で

述べた大住隼人の居住地に推定され、それを考古学的に例証する試みが古くからなされていたか

らに、他ならない。

従来の研究で、隼人を示す考古資料として挙げられていたものは、遺構では、地下式横穴墓、

遺物では、鉄鉱の二段逆刺型式・圭頭広根斧箭型式、蛇行剣などが挙げられている。これらは分

布が現在の鹿児島県・宮崎県に集中しており、あたかも隼人に特有の文化要素であるように見え

る。だが、これらの見かけの分布は、特に墓に副葬されたものであるだけに、一概に証拠と見る

のは危険である。例えば、 二段逆刺型式の鉄鉱や蛇行剣は畿内からもたらされたと考えた方がよ

く、圭頭広根斧箭型式の鉄鉱は隼人にのみ限定される遺物ではない。その中で、地下式横穴墓は

九州以外にも分布が顕著で、あり 、畿内における隼人の居住を推定する重要な証拠として、かなり

以前から議論されてきたものなのである。

南山城は後期群集墳が全般的に未発達であるが、横穴が桐密に分布するのが八幡市南部から京

田辺市北部にかけての地域、すなわちこの大住郷の地域なのである。南山城の横穴は、奥村清一

郎氏によると、 6世紀後半に造営が開始し、 6世紀末から 7世紀初頭にかけて爆発的に増加し、
(注 1)

終駕するという消長をたどる。その初期のものは石室の平面形のように有袖形のものから無袖の

逆台形に変還する。また、森 浩一氏は、南大和の字智郡阿陀郷、紀伊と並んで大住郷への隼人

の居住が古墳時代に湖るとし、その根拠にこの地域の横穴が、羨道と玄室とが水平で、はなく、斜

めに掘り込まれていたことから地下式横穴墓との類似性を指摘されてJiZ。だが、果たして南山

城の横穴は地下式横穴と構造的に近いものだろうか。

地下式横穴の初現は、宮崎県えびの市小木原遺跡群で検出された横口式土墳墓である。これは
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4世紀にさかのぼるが、地下式横穴墓の盛行時期は 5

世紀中葉である。形態は妻入りの屋根形玄室を持つも

のが主流であって、横口式家形石棺から発生したと考

えられている。その特徴は単体埋葬を原則とし、甲胃

武器などの副葬品が目立っている。その構造的特徴は

玄室に向かつて羨道が垂直に掘り込まれるものであ

る。翻って、南山城の横穴墓を見ると、構造的に共通

したものはなく、追葬を持つもので、地下式横穴墓と

は異なる点が少なくない。玄室に向かつて傾斜する羨

道も、茨木市青松寮古墳などの横穴式石室でも指摘で

きる特徴であって、強いて地下式横穴墓と結びつける

証拠とはいえないのである。したがって、大住郷と大

住隼人を結び付ける考古資料はきわめて少ないのが現

状である。

そもそも隼人とは、(1)諸儀式への参加(狗吠、風俗

歌舞)、 (2)行幸への随行(狗吠)、 (3)竹製品の製作(竹

龍・竹笠)を職務とする。8世紀、隼人は夷人雑類と

みなされており、正月元旦の儀式あるいは外国使節を

迎える儀式などに隼人を参列させ、貢物を持ってこさ

誌上遺物展示

堀切 7号墳出土人物埴輪

せることで、天皇・朝廷の権威を広く内外に知らしめるのに重要とされている。また、平時には

竹製品製作に従事させ、非常時には軍事力として動員したのである。このように夷人としての隼

人は朝廷の支配イデオロギーに不可欠のものとして組み込まれ、仮にそれが考古資料から判別で

きるとすれば魅力的なことである。だが、考古学的証拠を詳細に検討すると、限定的に隼人に帰

属できるものは実際にはほとんど無く、この大住隼人のょっに文献や地名に引きずられた結果が

大半である。これはわが国だけでなく、今世紀前半にドイツの考古学者、 G. コッシナが住地考

古学としてゲルマン民族の故地を求めるのに用いた研究法であり、方法論的にも問題点が少な く

ない。大住郷の領域で認められる考古資料を大住隼人と結び付けるのはもっと慎重に検討すべき

ではなかろうか。

(河野一隆)

注 1 奥村清一郎「南山城の横穴Jr京都考古j第27号 1982 

注2 森 浩一 「近畿地方の隼人Jr日本古代文化の探求隼人J 1975 
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府内遺跡紹介

80.寺戸大塚古墳

寺戸大塚古墳は、向日市寺戸町芝山に位置する前方後円墳である。向日正陵上にあって、北北

東から南南東方向に中心の主軸を持っている。前方部は、後世に一部が削平されて原形をとどめ

ないが、後円部はほぼ完存している。

この古墳は、1923年の発掘調査にはじまり、 1942年には前方部の調査が行われ、 1966年には後

円部の調査が行われた。特に、 1966年の後円部の調査では、後円部の外面の状況がわかっただけ

でなく、主体部が見つかり、貴重な調査成果をあげている。それで、過去の調査成果をも含めて、

現在までに以下のことが明らかになっている。

古墳の全長は98m、後円部の直径は54m、高さは9.8mを測る。また、前方部の幅は45mあっ

て、その高さは現状では 3mで、あるが、後世に削平を受けていることからすれば、 4m程度で、あ

ったろうと推定されている。墳Eは、後円部が三段築成で、前方部が二段築成となっている。後

円部の段築は、斜面の長さが同じではなく、 2: 3 : 4の比率で造られており、 三段目の段築が

最も高く、 8mになっている。三段目を高くするのは、前期古墳や中期古墳に比較的多く認めら

れる。

各段築の斜面には葺石が茸かれ、テラス状の平坦面には円筒埴輪が並べられている。埴輪は、

段築のテラス部分だけではなく、墳頂部にも並べられている。後円部の墳頂部中央には、方形の

壇が河原石を用いて設けられ、その外側に沿って円筒埴輪と朝顔形埴輪が合わさ って並べられて

いる。その中でも、方形壇の北辺の外側には家形埴輪などの形象埴輪があった。また、方形壇の

上にも円筒埴輪の残欠が残っており、 主体部の真上にも円筒埴輪が葺かれていたことがわかって

軸と平行して、長さ約5.2m. 幅O . 9 ~ l. Om . 

A
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高さ約1.3mを測る規模を持つ。天井石は、 9枚で構

成されている。石室の中からは、「宜子孫j銘獣帯鏡

l、f方製三角縁三神三獣獣帯鏡 l、イ方製方格乳文鏡 l、

碧玉製管玉8のほか、紡錘車形石製品や琴柱形石製品

も見つかっている。また、武器類や農工具類も出土し

ており、副葬品の内容は後述する後円部石室とよく似

ている。

この古墳の中心主体が後円部の竪穴式石室であるこ

とは、出土した副葬品から、前方部出土のものよりも

古い型式であったことから明らかとなった。後円部の

竪穴式石室は、 二段墓壌を掘った後、下段の墓壌の下

に築かれていた。墓墳の底には、一枚の板石の上に木

棺をのせる粘土の台、いわゆる粘土床が設けられてい

た。もちろん、木棺はすでに腐朽してしまっていて、

原形をとどめてはいなかったが、粘土の台に木棺の圧

痕が残っていたことから、その木棺は長さ6.25mもあ

る割竹形木棺であったことがわかっている。石室の規

模は、南北長約6.45m'幅O.76~0. 85mで、高さは粘

土の台から測ると約1.6mとなる。また、天井石は、

大きな板石11枚からなり 、大部分は砂岩とチャートで

府内遺跡紹介

。

第2図 寺戸大塚古墳墳丘測量図

( r向日市史j上巻から再トレース)

あるが、 一部だけに花こう岩が用いられていた。この点からすると、前方部の石室よりも若干規

模は大きい。

後円部の石室から出土した副葬品は、基本的には前方部石室から出土したものと組み合わせは

変わらない。銅鏡では、舶載三角縁四神四獣鏡片 1、舶載三角縁仏獣鏡 lがある。玉類では、硬

玉製勾玉 I、碧玉製管玉19、碧玉製石郵118なと手が見つかっている。

鉄器では、武器として用いる万 10前後、剣 4 、農工具として用いる鎌 5~ 6 、鉄斧 4 ~ 5 、刀

子 5がある。このなかで、舶載三角縁四神四獣鏡片は兵庫県求女塚古墳出土銅鏡と同箔であり、

舶載三角縁仏獣鏡は京都市西京区百々池古墳や園部町垣内古墳出土銅鏡と同箔であることがわか

っている。

その他、埴製合子と呼ばれる土製の容器が3点見つかっている。

このように、寺戸大塚古墳の埋葬については、前方部と後円部ともに施設や副葬品に大きな差

がなく、時期的に前方部の方がやや新しいこと、といった程度が差としてあげられよう 。この点

からすれば、寺戸大塚古墳に葬られた被葬者は、後円部被葬者と前方部被葬者の地位が比較的近

く、かつ近い関係の人物どうしという推定ができょう。これらの被葬者が首長であったかはわか

らないが、かなり近い関係にあったことだけは認めてよかろう。

R
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なお、第 2図の再トレースは、当調査研究センターの小池 寛調査員による。

(土橋誠)
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長岡京跡調査だより .63

長岡京跡調査だより・ 63

前回『たより J以降の長岡京連絡協議会は、平成 9年 8月27日、 9月24日、 10月22日に開催さ

れた。報告のあった京内の発掘調査は宮内 4件、左京域13件、右京域10件であった。 京外の 6件

を併せると 33件となる(調査地一覧表と位置図を参照)。このうち、右京第575次の調査結果を簡

単に紹介する。

調査地一覧表

(1997年10月末現在)

番号 調査次数 地区名 調査地 調査機関 調査期間

l 宮内第350次 7釧BNC-4 向日市寺戸町中垣内19-1 (財)向日市埋文 7/3~ 7/31 

2 宮内第351次 7ANDST-4 向日市森本町森本30 (財)向日市埋文 7/22~8/4 

3 宮内第352次 7ANEYT-4 向日市鶏冠井町山畑 (財)向日市埋文 7/30~9/10 

4 宮内第353次 7ANBMC-5 向日市寺戸町南垣内25-2・2 (財)向日市埋文 1O/2 ~ 10/17 

5 左尽第399次(B 7釧VKN-11 尽都市南区久世東土川町金 (財)尽都府埋文 4/7~ 10/16 
6. B-7) 7A肝ST-7 井田・正登

6 左尽第401次 7釧VNR 尽都市南区久世東土川町 (財)京都市埋文 4/23 ~9/9 

7 左尽第402次 7AN刷0-6 長岡尽市神足寺田l (財)長岡尽市埋文 5/12 ~7/30 

8 左尽第404次 7ANLMD-2 長岡尽市馬場餅田6 (財)長岡尽市埋文 5/26 ~8/8 

9 左尽第406次 7釧刷B-2 長岡庁、市神足七ノ坪19・20 (財)長岡尽市埋文 6/26 ~9/17 

10 左尽第407次 7釧MTD-4 長同庁、市神足寺田l (財)古代学協会 ・ 7/1~ 

古代学研究所

11 左庁、第409次 7ANFBD-5 向日市上植野町伴田12-1 (財)向日市埋文 7/10~ 8/7 

12 左京第410次 7釧L服-2 長岡尽市馬場見場走り 15- (財)長岡京市埋文 8/11 ~ 10/13 
l、15-5

13 左京第411次 7釧F剛 6 向日市上植野町橋爪6-14 (財)向日市埋文 8/18 ~ 9/5 

14 左尽第412次 7釧MSB-3 長岡J?，市神足下八ノ坪43-4 (財)長岡泉市埋文 9/1 ~ 9/19 

15 左尽第413次 7A阻KS-2 向日市鶏冠井町草田33、34-2 (財)向日市埋文 9/5~9/26 

16 左尽第414次 7釧MTD-5 長岡尽市神足典薬1-5、1- (財)長岡尽市埋文 10/1 ~ 
7、1-12、寺田1-9、1-10他

17 左尽第415次 7AN剛0-7 長岡泉市神足麦生4-6他 (財)長岡王子、市埋文 10/13~ 

18 右尽第568次 長岡尽市井ノ内小西40 大阪大学文学部

19 右尽第570次 7釧時制-3 長岡尽市調子二丁目1-1 (財)長同庁、市埋文 7/7~ 10/23 

20 右尽第574次 7ANFNM-6 向日市上植野町野上山16-31 (財)向日市埋文 7/7~ 7/25 

他

21 右京第575次 7ANFNZ-6 向日市上植野町西小路38-1 (財)向日市埋文 7/7~ 10/7 

22 右京第576次 7ANQNT-3 長岡泉市勝竜寺ーノ坪9 (財)長岡京市埋文 7/22~8/7 

23 右J?，第577次 7釧K]S-2 長岡尽市天神一丁目221他l (財)長岡泉市埋文 8/25 ~9/11 

24 右京第578次 7ANSSZ-5 大山崎町円明寺西法寺41 大山崎町教委 8/25 ~9/16 

25 右京第579次 7ANQKA-2 長岡泉市久員一丁目609-1 (財)長岡泉市埋文 9/8~ 10/3 

26 右尽第580次 7釧 INC-8 長岡王子、市今里五丁目310-2他 (財)長岡尽市埋文 9/24 ~ 

27 右尽第581次 7A阻NO-5 向日市寺戸町西野19 (財)向日市埋文 9/25 ~ 10/12 

28 長野丙古墳群第 3 4PHANN-3 向日市物集女町長野2-34 (財)向日市埋文 8/20 ~8/25 

次

29 長岡宮跡立会第 7ANEYT 向日市鶏冠井町山畑 (財)向日市埋文 8/13 ~8/26 

97088次

30 弁天芝遺跡第4次 8LB]YT 長岡京市長法寺谷田地内 (財)長岡尽市埋文 9/1 ~ 10/3 

可

i
4
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31 北ノ口遺跡第3次 ZK3、 向日市物集女町北ノ口16-3 (財)向日市埋文 8/19~ 9/24 

42臥KC-3 他3筆

32 物集女城跡第4次 9ZMANY-4 向日市物集女町中条10 (財)向日市埋文 10/2 ~ 10/31 
中海道遺跡第47次 3附釧K-46

33 向日市立会第97113 3NNANK 向日市物集女町中海道59-21 (財)向日市埋文 9/26 

」 ー
次 イ也

調査地位置図
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右京第575次 (21)

長岡京跡調査だより・ 63

(財)向日市埋蔵文化財センター

本調査は日蓮宗、妙本願寺の末寺である法華寺の本堂、客殿、庫裏な

どの新設に伴うものである 。 調査地は標高24~28m を測る段丘中位面に

位置する。長岡京の条坊復原では、朱雀大路西側溝を含む右京三条ー坊

三 ・四町(新条坊)東端に推定される。この寺は、天正19(1591)年の創建

と伝えられ、寺内の諸施設は明治8(1875)年に当地に移建された。また、

鐘楼は昭和43(1968)年に再建され、党鐘は宝永 8(1711)年に鋳造された

ものである。

これまでの周辺部の発掘調査では朱雀大路西側溝、西面築地雨落ち溝

などが検出されている。今回もこれらの成果をうけて敷地内の東西に 2

か所のトレンチを設けて発掘調査が実施された。

調査では、土師器、須恵器、瓦類、軒瓦、陶磁器、伏見人形など、古

墳時代から近代にわたる各時代の遺物が数多く出土したが、遺構発見の

面でも次の 2点が明らかになった。その一つ目は朱雀大路西側溝及び雨

落ち溝を検出し、その位置、規模を特定することができた点である。二

つ目は、これまで知られていなかった 7世紀の古墳群を新たに確認した

点である。

古墳は石室石材の大半が失われており、直上まで長岡京期の造成土で

覆われていた。かつて長岡京の造営工事は、稲荷塚古墳、走田古墳(長岡

京市)の例に見られるように、古墳石材の再利用という目的で古墳を破壊

して進められ、石室石材や石棺材が都の造営のために持ち出されている。

法華寺古墳の場合も、その石材は都城建設の資材として転用された可能

性もあると思われる。

法華寺古墳群が築かれた 7世紀前半は、朝岡廃寺(長岡京市)を除いて、

まだ寺院が成立しておらず、 7世紀の末になってようやく宝菩提院廃寺

が造営された。したがって今回の発見は、未だ考古学的証拠は不十分な

がら、当時、この地方に有力な豪族が住み、古墳にかわるシンボルとし

て寺院を建立したのかもしれない。

今回の発見は、乙訓地方の寺院成立前夜の社会状況を検討する重要な

資料のーっとなるだろう 。

(米本光徳)
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センターの動向(9.8---10)

1 .できごと

8. 1 鶏冠井清水遺跡(向日市)発掘調査終

了(5.1 ~ ) 

6 愛宕神社古墳群(弥栄町)発掘調査終

了(4.16 ~) 

西ノ口遺跡 ・備前遺跡(八幡市)発掘

調査開始

7 片山 l号墳(木津町)発掘調査開始

11 木村英男常務理事・事務局長、宮ノ

背遺跡現地視察

12 余部遺跡(亀岡市・農総研)発掘調査

終了(7.1 ~ ) 

16 第15回小さな展覧会開催 (~8 . 30) 

20 平成 9年度理事協議会(於:当セン

ター)樋口隆康理事長、中津圭二副理事

長、木村英男常務理事・事務局長、川

上貢、上田正昭、藤井学、足利健

亮、都出比呂志、井上満郎、堤圭三郎、

西山隆史、中谷雅治の各理事出席

竹中遺跡(舞鶴市)発掘調査開始

22 苗代古墳群(峰山町)現地説明会

23 第80回埋蔵文化財セミナー開催(別掲)

25 柏平遺跡(城陽市)発掘調査開始

26 谷垣古墳群(久美浜町)発掘調査終了

( 7.4 ~) 

27 木村英男常務理事・事務局長、安藤

信策事務局次長、安田正人課長補佐、

京都府からの兵庫県派遣職員担当現場

視察

松ヶ崎遺跡(網野町)関係者説明会

長岡京連絡協議会

28 苗代古墳群発掘調査終了(5.8~) 

30~31 埋蔵文化財研究会(於:奈良県香

芝市)ヲ|原茂治主任調査員出席

9. 3 上田正昭理事、木村英男常務理事・

事務局長、余部遺跡現地視察

5 柏平遺跡(城陽市)発掘調査終了

堤圭三郎理事、長岡京跡左京第399次

調査・東土川遺跡(京都市)現地視察

10 井上満郎理事、内里八丁遺跡(八幡市)

現地視察

松ヶ崎遺跡発掘調査終了 (7.7~) 

11 足利健亮理事、内里八丁遺跡現地視察

12 谷垣古墳群関係者説明会

16 職員研修(於:当センター)講師:小

池 寛調査員「奈文研研修報告一信仰

関連遺跡調査課程一j、松井忠春主任調

査員、岩松保・田代弘調査員、今

村正寿主事「中国山東省海外研修報告J

18 茶カス古墳群(弥栄町)発掘調査開始

堤圭三郎理事、備前遺跡他現地視察

加悦町木曜歴史教室(於 :加悦町)講

師:河野一隆調査員「世界の巨大古墳1

22 木村英男常務理事・事務局長、内里

八丁遺跡・木津城跡(木津町)他現地視察

24 西ノ口遺跡他現地説明会

長岡京連絡協議会

25 竹中遺跡発掘調査終了

26 スガ町古墳群(網野町)関係者説明会

30 交通安全講習会(於 :乙訓総合庁舎)

福嶋利範事務局次長、米本光徳主査調

査員出席
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10. 2 全国埋蔵文化財法人連絡協議会近畿

ブロ ックOA委員会(於 :京都市)安藤

信策事務局次長、土橋 誠主任調査員

出席

浅後谷南城跡・浅後谷南遺跡(網野

町)発掘調査開始

3 全国埋蔵文化財法人連絡協議会近畿

ブロ ック埋文研修会(於 :大阪府)辻本

和美係長、土橋 誠主任調査員、森下

衛 ・有井広幸 ・松尾史子調査員出席、

:森下衛調査員発表「京都府内出土

の墨書土器 千代川遺跡 ・内里八丁遺

跡を中心に-J

天王山古墳群(久美浜町)発掘調査終

了 (4.14 ~) 

スガ町古墳群発掘調査終了 (5. 1 2 ~) 

宮ノ背 ・西ノ口・備前遺跡発掘調査

終了(6. 23 ~) 

6 長岡京跡左京第399次調査・東土川遺

跡(京都市)現地説明会

天神山古墳群(木津町)発掘調査開始

7 樋口隆康理事長、長岡京跡左京第399

次調査・東土川遺跡、内里八丁遺跡現

地視察

横枕遺跡(網野町)発掘調査開始

8 ~ 9 堤圭三郎理事、別荘古墳群(久

美浜町)他現地視察

全国埋蔵文化財法人連絡協議会研修

会(於:長野市)石井清司主任調査員、

杉江昌乃 ・西村 晃主事出席

1O~ 1l 日本考古学協会1997年度大会

(於:秋田市)安藤信策事務局次長、石

尾政信主査調査員出席

12 内里八丁遺跡現地説明会

13 菩提城跡、(弥栄町)発掘調査開始

センターの動向

13~ 14 中津圭二副理事長、藤井学理

事、浦入遺跡 ・別荘古墳群他現地視察

13 ~ 18 全国埋蔵文化財法人連絡協議会

海外研修「韓国の歴史と文化を訪ねてj、

森下衛調査員参加

1 4 ~ 30 奈良国立文化財研究所埋蔵文化

財発掘技術者専門研修「環境考古課程」

黒坪一樹主査調査員参加

16 別荘古墳群現地説明会

長岡京跡左京第399次調査・東土川遺

跡発掘調査終了(4.8 ~) 

井町古墳群(丹後町)発掘調査開始

17 職員研修(於 :当センター)講師 :脇

田晴子滋賀県立大学教授「中世考古学

の成果と中世文献史学」

19 椋ノ木遺跡現地説明会

20~ 24 ジョクジャカルタ研修生、 当セ

ンターにて研修受け入れ

22 長岡京連絡協議会

23 別荘古墳群発掘調査終了(5.1 ~) 

27 吉沢城跡(峰山町)発掘調査開始

29 太田遺跡(亀岡市)発掘調査開始

堤圭三郎理事、椋ノ木遺跡・木津城

跡現地視察

2.普浸啓発活動

8. 16 ~ 30 第15回小さな展覧会開催

23 第80回埋蔵文化財セミナー (於:向日

市民会館)一平成 8年度京都府内の発掘

調査から-J有井広幸調査員「五領池

東窯跡の発掘調査についてJ、石尾政信

主査調査員「田辺城跡の発掘調査につ

いてj、辻健二郎園部町教育委員会主

事「徳雲寺北古墳群の発掘調査につい

てJ 安藤信策)
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府内報告書等刊行状況一覧 (96.11 '""'97. 1 0) 

発掘調査報告書

『埋蔵文化財発掘調査概報J 1997 京都府教育委員会 1997.3 

『京都市内遺跡発掘調査概報J 平成8年度 京都市文化市民局 1997.3 

f京都市内遺跡立会調査概報j 平成8年度 向上 1997.3 

f京都市内遺跡試掘調査概報j 平成8年度 向上 1997.3 

『平成 6年度 京都市埋蔵文化財調査概要J (財)京都市埋蔵文化財研究所 1996.11 

f平成 7年度 京都市埋蔵文化財調査概要j 向上 1997.3 

『京都市埋蔵文化財研究所調査報告j 第14冊 同上 1997.2 

f京都市埋蔵文化財研究所調査報告j 第15冊 向上 1997.2 

『向日市埋蔵文化財調査報告書j 第42集 (財)向日市埋蔵文化財センター ・向日市教育委員会 1997.3 

I向日市埋蔵文化財調査報告書j 第44集 同上 1997.3 

『長岡京市埋蔵文化財調査報告書j 第8集 (財)長岡京市埋蔵文化財センター 1997.3 

『長岡京市埋蔵文化財調査報告書j 第9集 向上 1997.3 

『京都府弥栄町文化財調査報告j 第10集 弥栄町教育委員会 1997.3 

『京都府弥栄町文化財調査報告j 第11集 同上 1997.3 

『京都府大宮町文化財調査報告書j 第9集 大宮町教育委員会 1997.3 

f京都府大宮町文化財調査報告書j 第10集 同上 1997.3 

『京都府大宮町文化財調査報告書j 第11集 向上 1997.3 

『大江町文化財調査報告書』 第 2集 大江町教育委員会 1996.3 

I大江町文化財調査報告書j

f福知山市文化財報告書j

第3集向上 1997.3

第33集福知山市教育委員会 1997.3 

『福知山市文化財報告書j 第34集 同上 1997.3 

『京都府船井郡八木町文化財調査報告J 第3集 八木町教育委員会 1997.3 

f長岡京市文化財調査報告書j 第36冊 長岡京市教育委員会 1997.3 

『長岡京市文化財調査報告書j 第37冊 向上 1997.3 

『大山崎町埋蔵文化財調査報告書j 第3集 大山崎町教育委員会 1983.3 

『大山崎町埋蔵文化財調査報告書』 第14集 向上 1996. 12 

『宇治市埋蔵文化財発掘調査概報j 第32集 宇治市教育委員会 1995.6 

『宇治市埋蔵文化財発掘調査概報j 第36集 向上 1996.3 

『宇治市埋蔵文化財発掘調査概報j 第37集 向上 1997.3 

f八幡市埋蔵文化財調査概報j

f八幡市埋蔵文化財調査概報j

第19集八幡市教育委員会 1996.3

第20集向上 1996.3

『八幡市埋蔵文化財調査概報j 第21集 向上 1996.3 

『田辺町埋蔵文化財調査報告書j 第22集 田辺町教育委員会 1997.3 

『京都府山城町埋蔵文化財調査報告書』 第17集 山城町教育委員会 1996.3 

『京都府山城町埋蔵文化財調査報告書j 第18集 向上 1997.3 
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府内報告書等刊行状況一覧

『京都文化博物館研究報告j 第9集 京都府京都文化博物館 1993.3 

『京都文化博物館研究報告j 第12集 同上 1996.3 

『上京 ・西大路町遺跡桜の御所隣接地点の発掘j 同志社大学校地学術調査委員会 1997.3 

当調査研究センター現地説明会・中間報告資料

現地説明会

「平遺跡J (京埋セ現地説明会資料 No.96-10) 1996.11.13 

「浦入遺跡 ・浦入西2号墳J (京埋セ現地説明会資料 No.96-11) 1996.11.14 

「奈具阿南古墳群J (京埋セ現地説明会資料 No.96-12) 1996.11.22 

「内里八丁遺跡第9次J (京埋セ現地説明会資料 No.97-01) 1997.1.23 

「椋ノ木遺跡第2次J (京埋セ現地説明会資料 No.97-03) 1997.2.24 

「長岡京跡左京第385次 ・東土川遺跡J (京埋セ現地説明会資料 No.97-04) 1997.2.25 

「天王山古墳群B支群J (京埋セ現地説明会資料 No.97-05) 1997.7.11 

「愛宕神社古墳群J (京埋セ現地説明会資料 No.97-06) 1997.7.25 

「苗代古墳群I (京埋セ現地説明会資料 No.97-07) 1997.8.22 

「宮ノ 背 ・西ノ口 ・備前遺跡J (京埋セ現地説明会資料 No.97-08) 1997.9.24 

「長岡京跡左京第399次J (京埋セ現地説明会資料 No.97-09) 1997.10.6 

「内里八丁遺跡第10次J (京埋セ現地説明会資料 No.97-10) 1997.10.12 

「別荘古墳群・別荘遺跡J (京埋セ現地説明会資料 No.97-11) 1997.10.16 

「椋ノ木遺跡第3次J (京埋セ現地説明会資料 No.97-12) 1997.10.19 

中間報告資料

「椋ノ木遺跡J (京埋セ中間報告資料 No.96-09) 1996.11.20 

「長岡京跡右京第541次 ・脇山遺跡J (京埋セ中間報告資料 No.96-10) 1996.11.26 

「長岡京跡左京第389次 ・中福知遺跡J (京埋セ中間報告資料 No.96-11) 1996.12.5 

「柿添遺跡第3次J (京埋セ中間報告資料 No.96-12) 1996.12.5 

「長岡京跡右京第547次J (京埋セ中間報告資料 No.97-01) 1997.2.4 

「中海道遺跡第42次J (京埋セ中間報告資料 No.97-02) 1997.2.20 

「西ノ 口遺跡 ・宮ノ背遺跡J (京埋セ中間報告資料 No.97-03) 1997.2.24 

「平安京左京五条三坊十一町J (京埋セ中間報告資料 No.97-04) 1997.2.19 

「長岡京跡左京第400次・鶏冠井清水遺跡J (京埋セ中間報告資料 No.97-05) 1997.7.16 

「余部遺跡第3次J (京埋セ中間報告資料 No.97-06) 1997.7.29 

「松ヶ崎遺跡第 5次J (京埋セ中間報告資料 No.97-07) 1997.8.27 

「谷垣古墳群J (京埋セ中間報告資料 No.97-08) 1997.9.12 

「スガ町古墳群J (京埋セ中間報告資料 No.97-09) 1997.9.26 

府内現地説明会資料

「白米山古墳」 加悦町教育委員会 1996.11. 2 

「庵寺山古墳」 宇治市教育委員会 1996.11. 9 

「牧正一古墳」 福知山市教育委員会 1996. 11. 10 
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「東シ古墳 ・東シ城跡j 夜久野町教育委員会 1996.11. 10 

「法金剛院旧境内跡J (財)京都市埋蔵文化財研究所 1996.11.17 

「平安京左京七条一坊十一町」 龍谷大学文学部内埋蔵文化財発掘調査団 1996. 12. 7 

「徳雲寺北古墳群J 園部町教育委員会 1996 

「椿井大塚山古墳(第5次)J 山城町教育委員会 1997.2.2 

「長岡宮宝瞳遺構(長岡宮跡第343次)J (財)向日市埋蔵文化財センター 1997.4.5 

「井ノ内稲荷塚古墳第 5次調査j 大阪大学文学部考古学研究室 ・長岡京市教育委員会 1997.8.16 

「弥栄町・穴ノ谷古墳群j 京都府教育委員会 1997.9.10 

「平安京右京三条一坊三町J (財)京都市埋蔵文化財研究所 1997.8.23 

「谷垣古墳群18・19号墳J 久美浜町教育委員会 1997.10.29 

京都府埋蔵文化財情報第66号

その他の雑誌・報告・論文等

『京都府埋蔵文化財情報j 第62号 (財)京都府埋蔵文化財調査研究センター 1996. 12 

『京都府埋蔵文化財情報j 第63号向上 1997.3

『京都府埋蔵文化財情報j 第64号向上 1997.6

f京都府埋蔵文化財情報j 第65号向上 1997.9

『京都府遺跡調査概報j 第73冊同上 1996.12

『京都府遺跡調査概報j 第74冊同上 1997.3

『京都府遺跡調査概報j 第75冊同上 1997.3

f京都府遺跡調査概報j 第76冊同上 1997.3

『京都府遺跡調査概報j 第77冊同上 1997.3

『京都府遺跡調査報告書j 第21冊向上 1997.3

『京都府遺跡調査報告書j 第22冊向上 1997.3

『京都府遺跡調査報告書j 第23冊同上 1997.3

r15年のあゆみj 同上 1997.3 

『第15回小さな展覧会j 同上 1997.8

『重要文化財 量殊院本堂・書院・庫裏修理工事報告書j 京都府教育委員会 1997.1 

f重要文化財 竜谷大学本館並びに附守衛所保存修理工事報告書j 同上 1997.3 

『重要文化財 相国寺本堂(法堂)・附玄関廊修理工事報告書j 向上 1997. 1 

『文化財保護J No. 14 同上

『京都府指定文化財 東福寺常楽庵(関山堂 ・相の間 ・昭堂)修理工事報告書j 宗教法人 東福寺 1997.3 

f京都の文化財』 第14集 京都府教育委員会 1997.3 

『京都市の文化財j 第14集 京都市文化市民局文化部文化財保護課 1997.2 

f京都市文化財だよ り 第27・28号向上 1997.5 ~ 1997.10 

『研究紀要j 第3号 (財)京都市埋蔵文化財研究所 1996.11 

『京都発掘20年j 向上 1996.11 

Iっちの中の京都「リーフレ ット京都」合冊j 向上・京都市考古資料館 1996.11 

I平成 7年度 京都国立博物館年報』 京都国立博物館 1997.3 

f京都・激動の中世j 京都府京都文化博物館 1997. 1 

『資料館紀要j 第25号京都府立総合資料館 1997.3 
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府内報告書等刊行状況一覧

『京都府資料目録追録J No.13 同上 1997.9 

『総合資料館だより J No. 110~ 113 同上 1997.1 ~ 1997.10 

『京都市歴史資料館年報J No. 15 京都市歴史資料館 1997.4 

『京都市の文化財j 第 9回 向上 1997.5 

『京都の医学j 同上 1997.10 

『泉屋博古館紀要j 第十三巻 (財)泉屋博古館 1997.3 

『京都大学構内遺跡調査研究年報 1993年度j 京都大学埋蔵文化財研究セ ンター 1997.3 

f春季企画展展示図録j 京都大学総合博物館 1997.4 

『第47トレンチj 京都大学考古学研究会 1996. 11 

『悌教大学総合研究所紀要j 第4号 悌教大学総合研究所 1997.3 

f悌教大学総合研究所報J NO.11・12 同上 1996. 11 ~ 1997.6 

『京都橘女子大学研究紀要j 第23号 京都橘女子大学研究紀要編集委員会 1996. 12 

rTachibana BeingJ Vol.10 京都橘女子大学 1997.5 

『花大研究報告J 10 黄金塚 2号墳発掘調査団 1997.3 

f学芸員阻WSLETTERJ 第 9号立命館大学文学部 1997.3

『古代文化j 第48巻第11・12号、第49巻第 1~ 10号 (財)古代皐協舎 1996. 11~1997. 10 

f古代拳研究所研究紀要j 第6輯 向上 1996. 12 

『土車j 第80~83号 1996. 10~ 1997.7 

『志 くれていj 第59~62号 1997.1 ~ 1997.10 

『文化財報J No. 95 ~ 98 (財)京都府文化財保護基金 1996. 11 ~ 1997.8 

1会報j 第82・83号 (財)京都古文化保存協会 1997.1 ~ 1997.10 

『史遮と美術j 第669~678号 史遮美術同孜会 1996.11 ~ 1997.9 

『海獣葡萄鏡の研究J (株)臨川書店 1996.4 

rMusewn WorksJ Vol. 1 株)京都科学 1997.7 

『第3回 京阪 ・歴史アウティングj 京阪電鉄 1997.3 

『特別展図録27J 京都府立丹後郷土資料館 1996. 10 

『特別陳列図録38J 向上 1997.7 

『丹後郷土資料館だより j 第33号 1997.3 

『市史編さんだよ りj 第12号宮津市教育委員会 1997.3 

f宮津市史史料編j 第二巻宮津市役所 1997.3

『平成 8年度企画展j 第10回 三和町郷土資料館 1996. 11 

『史談福智山j 第539~ 545号福知山史談会 1997. 2 ~ 1997.8 

f綾部の文化財j 第44号 綾部の文化財を守る会 1997.4 

『丹波史談平成 8・9年度合併号j 口丹波史談会 1997.8 

I太週波考古学論集j 両丹考古学研究会 1997.5 

『安定社会の研究J (財)京都ゼミナールハウス 1997.6 

『新 修 亀 岡 市 史資料編』 第四巻亀岡市 1996.3

『新修亀岡市史編さ んだよ りj 第 7号亀岡市史編さん室 1997. 1 

f第22回企画展j 亀岡市文化資料館 1997.1 

f第13回特別展j 向上 1997.5 
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『第23回企画展J 向上 1997.7 

『平成 7年度 向日市埋蔵文化財センタ一年報都城8J 財)向日市埋蔵文化財センター 1997.3 

f市制25周年記念特別展j 向上 1997.7 

f信長・秀吉と西岡』 向日市文化資料館 1996.9 

『向日市古文書調査報告書j 第6集 向上 1997.3 

『ふるさと文庫 l むこうまち往来こぱなしj 同上 1997.3 

f中山修一先生追悼文集j 長岡京跡発掘調査研究所 1997.9 

『長岡京市埋蔵文化財センタ一年報平成 7年度J (財)長岡京市埋蔵文化財センター 1997.3 

『長岡京市史編さんだより J No.10 長岡京市 1997.5 

『大山崎町文化財年報 平成 7年度j 大山崎町教育委員会 1996. 12 

f大山崎町文化財年報平成 8年度j 同上 1997.9 

『第5回企画展j 大山崎町歴史資料館 1997. 10 

f宇治文庫 8 宇治猿楽と離宮祭j 宇治市歴史資料館 1997.3 

f王朝人の浄土j 向上 1997.9 

『平成 8年度 宇治市歴史資料館年報j 向上 1997.9 

『文愛協会報j 第44・45号 (財)宇治市文化財愛護協会 1997. 2 ~ 1997.7 

f企画展 古代役人のしごととく らしj 城陽市歴史民俗資料館 1996. 11 

f展示図録6J 同上 1997.2 

『展示図録7J 同上 1997.7 

『城陽市歴史民俗資料館館報j 第2号 同上 1997.3 

『京都考古j 第83・84号京都考古刊行会 1996.11 ~ 1997.1 

『山城郷土資料館報j 第13号 京都府立山城郷土資料館 1996.3 

I山城郷土資料館報j 第14号 向上 1997.3 

『展示図録16J 向上 1996. 10 

『展示図録24J 向上 1997.4 

『山城郷土資料館だよ りj 同上 1997.4 

『紫陽花j 第25・26号 加茂町町史編さん室 1997.8 

『波布理曽能j 第14号 精華町の自然と歴史を学ぶ会 1997.4 
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受贈図書一覧

受贈図書一覧 (97.8 ---10) 

苫小牧市埋蔵文化財調査 | 美沢10遺跡

センター l 

青森県埋蔵文化財調査 | 青森県埋蔵文化財調査報告書第207集実吉遺跡、同第214集田名部館跡、

センター | 同第219集垂柳遺跡・五輪野遺跡、研究紀要第2号

(財)岩手県文化振興事業団 | 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第249集 山 ノ 内 H遺跡発掘調

埋蔵文化財センター | 査報告書、同第250集山ノ内田遺跡発掘調査報告書、同第251集久保遺跡

(財)福島県文化センター

(財)茨城県教育財団

ひたちなか市埋蔵文化財

調査センター

(財)栃木県文化振興事業団

埋蔵文化財センター

(財)埼玉県埋蔵文化財調査

事業団

発掘調査報告書、同第253集上鷹生遺跡発掘調査報告書、同第255集山屋

館経塚 ・山屋館跡発掘調査報告書、同第257集瀬原 I遺跡第2次・第 3次

発掘調査報告書、同第260集間洞E遺跡発掘調査報告書、同第261集目名

市E遺跡発掘調査報告書、同第264集平沢 I遺跡発掘調査報告書皿、同第

265集小幅遺跡第4次発掘調査報告書、同第266集岩手県埋蔵文化財発掘

調査略報(平成8年度)、紀要XVII (平成8年度)

福島県文化財調査報告書第332集白岩堀ノ内遺跡、同第333集相馬開発関

連遺跡調査報告V、同第334集福島県内遺跡分布調査報告 3、同第335集

NTC遺跡発掘調査報告、同第336集原町火力発電所関連遺跡調査報告班、

同第337集摺上川ダム遺跡発掘調査報告皿、同第338集摺上川ダム遺跡発

掘調査報告N
年報16平成8年度、研究ノート 6号平成8年度

ひたちなか市埋蔵文化財調査センタ一年報第 2号

栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センタ一年報第 7号

研究紀要第13号、埼玉県埋蔵文化財調査事業団年報17、埼玉県埋蔵文化財

調査事業団報告書第178集今井川越田遺跡E、同第179集原/谷畑、同第

180集大山遺跡第 9次、同第181集五関中島/堤根、同第182集石神貝塚、

同第183集滝の宮坂遺跡、同第184集山王裏/上川入/西浦/野本氏館跡、

同第185集広木上宿遺跡縄文時代編、同第186集東町二丁目遺跡、同第

187集 戸崎前遺跡、同第188集築道下遺跡 I

埼玉県立埋蔵文化財センター| 埼玉県立埋蔵文化財センタ一年報7 平成8年度

(財)香取郡市文化財センターI (財)香取郡市文化財センター調査報告書第41集津宮見沙門遺跡、同第43集

反鍬遺跡、同第44集中ノ台遺跡A地区、同第45集 桜 之 宮 l号墳、同第46

集名号戸遺跡、同第47集多古台遺跡群NO.8地点E、事業報告VI 平成 7

年度

(財)印搭郡市文化財センターI (財)印施郡市文化財センター発掘調査報告書第82集吉高浅間古墳発掘調査

報告書、同第112集南羽鳥遺跡群 I、同第116集大室十三塚、同第124集

小菅三ツ塚遺跡、同第127集太田向原遺跡発掘調査報告書、同第128集 吉

見台遺跡B地点

(財)東京都教育文化財団 | 東京都埋蔵文化財センター調査報告第42集多摩ニュータウン遺跡、同第43

東京都埋蔵文化財センター| 集多摩ニュータウン遺跡、研究論集XVI、平成 9年度東京都埋蔵文化財

センター要覧、東京都埋蔵文化財センタ一年報17

(財)横浜市ふるさと歴史

財団埋蔵文化財センター

(財)新潟県埋蔵文化財調査

事業団

財団法人横浜市ふるさと歴史財団埋蔵文化財センタ一年報 7 平成 8年度、

下飯田林・中ノ宮・草木遺跡発掘調査報告書

新潟県埋蔵文化財調査事業団年報平成 8年度、新潟県埋蔵文化財調査報告

書第77集七堀道下遺跡、同第85集大洞原C遺跡

-57 



京都府埋蔵文化財情報第66号

(社)石川県埋蔵文化財保存 | 加茂遺跡、社団法人石川県埋蔵文化財保存協会年報7 平成 7年度、同 8

協会 | 平成 8年度

(財)岐阜県文化財保護セン | 岐阜県文化財保護センター調査報告書第23集飛瀬 ・底津遺跡、同第34集

ター | 北小木古窯跡群 ・大沢13号古窯跡

(財)愛知県埋蔵文化財セン | 愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第70集清洲城下町遺跡班、同第71

ター |集団所遺跡、同第72集大毛池田遺跡、同第73集西上免遺跡、同第74集

大縄遺跡

(財)大阪府文化財調査研究 | 河内平野遺跡群の動態VI、(財)大阪府文化財調査研究センター調査報告書

センター | 第3集中嶋遺跡他3区 .8 ~ 13区、同第 7 集植田池・長滝・安松遺跡、

同第 9集安威川総合開発事業に伴う文化財等総合調査中間報告書

(財)東大阪市文化財協会 | 郷土史のたのしみ、東大阪市埋蔵文化財発掘調査概要1995年度調査(1)、

同1995年度調査(2 )、同1996年度(1)、植附遺跡第 3次発掘調査概報、水

走遺跡第 3次 ・鬼虎川遺跡、第21次発掘調査報告、鬼塚遺跡第 8次発掘調査

報告書、鬼虎川遺跡第35-1次発掘調査報告、鬼虎川遺跡北部の歴史時代

耕作地跡と地震層序、宮ノ下遺跡第 2次発掘調査報告書、宮ノ下遺跡東部

における歴史時代の層序、神並遺跡第14次発掘調査報告書、神並遺跡西端

部の水路跡と埋積谷、鬼虎川遺跡第33次発掘調査報告、西ノ辻遺跡第33次

発掘調査報告、北島遺跡の耕作地跡と古環境、東大阪市下水道事業関係発

掘調査概要報告1994年度、同1995年度、奈良時代の東大阪、縄手遺跡 l、

東大阪市埋蔵文化財包蔵地調査概報20瓜生堂上層遺跡 ・皿池遺跡、東大

阪市遺跡保護調査会年報1979年度、東大阪市遺跡保護調査会発掘調査概報

集1980年度、若江遺跡発掘調査報告書 I、鬼虎川の金属器関係遺物第 7次

発掘調査報告 2、高井田遺跡第 2・3次調査報告、 (財)東大阪市文化財協

会年報1983年度、久宝寺遺跡発掘調査報告、若江北遺跡、芝ヶ丘遺跡発掘

調査概報

高槻市立埋蔵文化財調査セ | 継体天皇と今城塚古墳、安満富山古墳

ンター | 

桜井市立埋蔵文化財センター |大和の高殿

(財)広島県埋蔵文化財調査 | 広島県埋蔵文化財調査センター調査報告書第144集平家ヶ城跡発掘調査報

告書、同第145集金口古墳群、同第146集田上第 1・2号古墳、同第147

集打堀山遺跡群A.B地点、同第148集千代田流通団地造成事業に係る

埋蔵文化財発掘調査報告書(1)、同第149集槙ヶ原製鉄遺跡発掘調査報告

書、同第150集梶平塚第 2号古墳発掘調査報告書、同第151集団龍遺跡、

同第152集国営広島北部土地改良事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書、

同第153集上千堂遺跡、同第154集龍王山 2号遺跡、同第155集出羽遺跡、

同第157集県営ほ場整備事業(jll西東部・南部地区)に係る埋蔵文化財発掘

調査報告書

(財)北九州市教育文化事業団|北九州市埋蔵文化財調査報告書第192集高槻遺跡、同第195集片伊国遺跡

埋蔵文化財調査室 I 2、同第197集小倉城跡3、同第198集高野遺跡、同第199集徳力土地区

画整理事業関係調査報告10、同第201集大積前回遺跡、同第202集潤崎遺

センター

跡 5、同第203集森山西遺跡、 I区、同第204集森山西遺跡 2、同第205集

金丸遺跡 l、同第206集永犬丸遺跡群 l、同第207集片伊田遺跡3、同第

208集社ノ木遺跡、同第209集扉賀坂遺跡、研究紀要第11号、埋蔵文化財

調査室年報13平成 7年度

久留米市埋蔵文化財センターi両替町遺跡久留米市文化財調査報告書第116集

小樽市教育委員会 | 手宮洞窟シンポジウム波議を越えた交流

仙台市教育委員会 | 仙台市文化財調査報告書第213集中在家南遺跡他

口。
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会津坂下町教育委員会

白井町教育委員会

鎌倉市教育委員会

境川村教育委員会

長坂町教育委員会

中道町教育委員会

氷見市教育委員会

福岡町教育委員会

寺井町教育委員会

豊田町教育委員会

長浜市教育委員会

能登川町教育委員会

信楽町教育委員会

阪南市教育委員会

和泉市教育委員会

富田林市教育委員会

能勢町教育委員会

三田市教育委員会

川西市教育委員会

姫路市教育委員会

加東郡教育委員会

東浦町教育委員会

安富町教育委員会

和歌山市教育委員会

橋本市教育委員会

総社市教育委員会

下関市教育委員会

寒川町教育委員会

太宰府市教育委員会

北野町教育委員会

受贈図書 一 覧

会津坂下町文化財調査報告書第47集大村新田遺跡

河原子台E

鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書13平成8年度発掘調査報告、国指定史跡

永福寺跡環境整備事業に係る発掘調査概要報告書平成8年度

境川村埋蔵文化財発掘調査報告書第13輯北ノ宮遺跡

長坂町埋蔵文化財発掘調査報告書第10集北村遺跡、同第11集酒呑場遺跡

G区、同第12集長坂上条遺跡

中道町埋蔵文化財発掘調査報告書第 3集上野原遺跡

氷見市埋蔵文化財調査報告第21冊朝日員塚E、同第24冊朝日貝塚田

福岡町埋蔵文化財報告書第6冊石名田木舟遺跡発掘調査報告書、木舟北遺跡

加賀能美古墳群

加茂東原皿遺跡第 l次豊田町文化財調査報告書第 8集

長浜市埋蔵文化財調査資料第14集大塚遺跡E、同第17集川崎遺跡E発掘

調査報告書、同第20集経田寺遺跡、発掘調査報告書

能登川町埋蔵文化財調査報告書第41集平成 6~8 年度町内遺跡発掘調査報

告書、同第42集上山神社遺跡・法堂寺遺跡(9次)・横受遺跡(3次)・斗西

遺跡(12次)・伊庭御殿遺跡(2次)、同第43集斗西遺跡 5次調査

天平の紫香楽ーその実像を求めて

阪南市埋蔵文化財報告XXII阪南市埋蔵文化財発掘調査概要XII

和泉市埋蔵文化財調査報告第 3集上町遺跡発掘調査報告書、和泉市埋蔵文

化財発掘調査概報7、史跡池上曽根95

富田林市埋蔵文化財調査報告27平成 7年度富田林市内遺跡群発掘調査報告

書、同28 平成 8年度富田林市内遺跡群発掘調査報告書、喜志西遺跡富田

林市遺跡調査会報告 l

平成 8年度能勢町埋蔵文化財調査概要能勢町文化財調査報告書第8冊、平

成8年度木野川流域遺跡群発掘調査事業報告書

おっちゃん・おばちゃんの考古学、三田市文化財調査報告書第10冊屋敷町

遺跡

平成 8年度 川西市発掘調査概要報告

特別史跡姫路城跡石垣修理工事報告書(5 )内京口門

加東郡埋蔵文化財報告19河高・上ノ池遺跡

東浦町埋蔵文化財調査報告書第 l集楠本下林遺跡

安富町文化財調査報告書4 谷山遺跡

和歌山市内遺跡発掘調査概報平成 7年度、同平成 8年度、和歌山市埋蔵文

化財発掘調査年報 3 平成 4(1992)・平成 5(1993)年度、 同4 平成 6

(1994)年度、和歌山市文化体育振興事業団調査報告書第14集太田・黒田遺

跡、同第15集府中W遺跡、嘉家作り了民家実測調査報告書

橋本市埋蔵文化財調査概報第18集平成 2年度山田瓦窯跡発掘調査概報、同

第20集平成3年度市脇遺跡発掘調査概報(第 6次調査)、同第21集平成4

年度橋本市遺跡発掘調査概報、同第25集平成 7年度柏原遺跡発掘調査概報、

同第27集 平 成 7・8年度血縄遺跡第 7次発掘調査概報

総社市埋蔵文化財調査年報7

下関市埋蔵文化財調査報告書60柳瀬遺跡、

森広遺跡

筑前国分寺跡 I太宰府市の文化財第32集、辻遺跡同第33集、宝満山遺跡群

E 同第34集、大宰府・佐野地区遺跡、群VII同第35集、大宰府史跡同第36集

北野町遺跡等詳細分布調査報告書北野町文化財調査報告書第 6集、赤司城

跡同第 7集、陣屋堂出遺跡同第 8集、茶屋屋敷遺跡同第 9集

ハ同
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京都府埋蔵文化財情報第66号

粕屋町教育委員会

筑穂町教育委員会

水巻町教育委員会

佐賀市教育委員会

人吉市教育委員会

大分県教育委員会

えびの市教育委員会

粕屋町文化財調査報告書第11集内橋登り上り遺跡第2地点、同第12集内

橋登り上り遺跡第 3地点、同第13集花ヶ浦古墳

大分廃寺筑穂町文化財調査報告書第3集、久手遺跡同第4集

立屋敷遺跡(第3次)水巻町文化財調査報告書第 5集

佐賀市埋蔵文化財調査報告書第14集柴尾橋下流遺跡、同第15集東千布遺

跡、同第16集泉遺跡、同第18集泉三本栗遺跡、同第19集黒土原遺跡、

同第78集東千布遺跡皿、同第79集金立遺跡 I、同第80集西千布遺跡 I、

同第81集 下和泉一本椎遺跡、同第82集妙常寺北遺跡(1・2区)・妙常寺

南遺跡(1区)、同第83集牟田寄遺跡、同第84集牟田寄遺跡V、同第85集

佐賀市埋蔵文化財確認調査報告書 1992年度、同第86集徳永遺跡 l区、蓮

池上天神遺跡、久保泉工場団地内遺跡、増田遺跡、収蔵品目録(第2集)

人吉市文化財調査報告第17集史跡人吉城跡、四

古城山、九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書(3)、同(4)、同

(6)、同(7)、大恩寺遺跡大分県文化財調査報告書第97集、 三和教田遺跡C

地点同第98集、下原遺跡、横塚第2遺跡・久原第 2遺跡、ガランジ遺跡・

植田市遺跡 ・植田条里遺跡、大分県埋蔵文化財年報5平成 7(1995)年度版

えびの市埋蔵文化財調査報告書第16集原田上江遺跡群六部市遺跡・蔵

元・中満・法光寺遺跡 1. II 、同第17集妙見原遺跡、同第18集苧畑第

3・山神原遺跡、同第19集内小野遺跡、同第20集団代地区遺跡群、同第

21集稲荷下遺跡

秋田県立博物館 | 秋田県立博物館館報平成 8年度

玉里村立史料館 | 五万堀遺跡調査報告、玉里村立史料館報第 2号

栃木県立なす風土記の正資 | 栃木県立なす風土記の正資料館年報第 5号(平成8年度版)、前方後方墳の

料館 | 世界E

国立歴史民俗博物館 | 国立歴史民俗博物館研究報告第70集、同第71集、同第73集

君津市立久留里城祉資料館 | 君津市立久留里城祉資料館年報(平成8年度)

流山市立博物館 | 流山市立博物館年報No.19'97 

千葉市立加曽利員塚博物館 | 加曽利貝塚

出光美術館 | 出光美術館館報第99号

氷見市立博物館 | 氷見のさかなを描く

石川県立歴史博物館 | モダンの調べ蓄音機、太子信仰と北陸

福井県立博物館 | 中国新江省の文物展

敦賀市立博物館 | 紀要第12号

岐阜県博物館 | 岐阜県博物館報第20号

静岡市立登日博物館 | 静岡市立登邑博物館館報第 7号、平成 7・8年度登日の弥生人 5

愛知県陶磁資料館 | 愛知県陶磁資料館研究紀要13、同14、松山美術館名品展東洋陶磁の精華、

経塚出土陶磁展中部地方に埋納されたやきもの、同関東・北陸地方に埋

納されたやきもの

名古屋市博物館 | 名古屋市博物館年報No.20平成 8年度、名古屋市博物館研究紀要第20巻

名古屋市見晴台考古資料館 | 清水寺遺跡第 5次発掘調査報告書、 H-22号窯発掘調査概要報告書、伊勢

山中学校遺跡、竪三蔵通遺跡、名古屋城三の丸遺跡第 8・9次発掘調査概

要報告書、名古屋市文化財調査報告31 埋蔵文化財発掘調査報告書24、同32

埋蔵文化財発掘調査報告書25、同34埋蔵文化財発掘調査報告書26、曽池遺

跡発掘調査概要報告書、平成7年度尾張元興寺跡発掘調査報告書、見晴台

教室 '96、名古屋市見晴台考古資料館年報141996(平成 8)年度事業報告

常滑市民俗資料館 | 常滑市文化財調査報告書第23集神水古窯発掘調査報告書

斎宮歴史博物館 | 中世の斎宮、 平成 8年度斎宮歴史博物館年報

-60-



受贈図書一覧

滋賀県立安土城考古博物館 | 大地からのメッセージー湖南の考古資料展、城下町の君主明一信長の城と町

秦荘町歴史文化資料館 | 金剛輪寺党鐘と河内鋳物師

大阪府立近つ飛鳥博物館 I rあつれきjと「交流J、古墳の科学捜査行者塚古墳発掘展

大阪府立弥生文化博物館 |卑弥呼誕生邪馬台国は畿内にあった?、大阪府立弥生文化博物館要覧平

成8年度

柏原市立歴史資料館 |柏原市立歴史資料館館報8、柏原市古文書調査報告書第 l集相元家文書

目録、井戸の中をのぞいてみよう

岸和田市立郷土資料館 | 岸和田藩ゆかりの甲胃 ・武具展

太子町立竹内街道歴史資料館|二上山のみた 2、3世紀

西脇市郷土資料館 | 西脇市郷土資料館紀要「童子山」第4号

神戸市立博物館

加古川流域滝野歴史民俗資

料館

奈良国立文化財研究所飛鳥

資料館

橿原市千塚資料館

鳥取県立博物館

山口県立山口博物館

土井ヶ浜遺跡・人類学

ミュージアム

北九州市立考古博物館

佐賀県立名護屋城博物館

沖縄県立博物館

神戸市立博物館館蔵品目録地図の部13、同考古・歴史の部13、同美術の部

13 文書V、神戸市立博物館研究紀要第13号、神戸市立博物館研究年報

No.12平成 6年度

先人の生活記録加古川流域の埋蔵文化財

遺跡を測る

かしはらの歴史をさぐる 5

鳥取県立博物館研究報告第34集

山口県立山口博物館研究報告第23号、館報20

山口県豊北町埋蔵文化財調査報告書第13集土井ヶ浜遺跡第15次発掘調査報

告書

弥生の鋳物工房とその世界、研究紀要 vol.4、北九州市立考古博物館年報

平成8年度

名護屋城博物館年報1996No. 3、研究紀要第3集

沖縄県立博物館年報 No.30、沖縄県立博物館紀要第23号

東北学院大学東北文化研究所|東北学院大学東北文化研究所紀要第29号

東京芸術大学

日本大学史学会

園挙院大皐文学部考古学研

究室

広島大学統合移転地埋蔵文

化財調査委員会

愛媛大学埋蔵文化財調査室

山武考古学研究所

東京芸術大学構内遺跡発掘調査報告書第 l集上野忍岡遺跡群

史叢第57号

園撃院大皐文学部考古学実習報告第30集物見処遺跡1996、同第31集柳又

遺跡A地点第 7次発掘調査報告書、同第32集物見処遺跡1997

広島大学統合移転地埋蔵文化財調査の歩み、広島大学統合移転地埋蔵文化

財調査年報xm
愛媛大学構内遺跡調査集報 I愛媛大学埋蔵文化財調査報告V、樽味遺跡皿

同VI

山武考古学研究所年報 No.14 

東京都網代母子寮遺跡調査会|網代門口

足立区伊輿遺跡調査会事務局|伊輿遺跡下水道敷設工事に伴う発掘調査

日野新町一丁目住宅遺跡調 | 姥久保遺跡 I

査会

千駄ヶ谷五丁目遺跡調査会 | 千駄ヶ谷五丁目遺跡

(財)角川文化振興財団編纂室|縄紋から弥生への新歴史像

(株)新人物往来社 | 天守再現名城のシンボルを読む 別冊歴史読本26

国立国会図書館 | 日本全国書誌第38号(通号2147号)

玉川文化財研究所 | 桜橋付近遺跡発掘調査報告書、南八王子地区遺跡調査報告11、上ノ原遺跡、

堂之上遺跡、 兜塚古墳発掘調査報告書、関耕地遺跡発掘調査報告書、 三の

ームP
O
 



京都府埋蔵文化財情報第66号

丸元蔵堀第III.N地点

全国天領ゼミナール事務局 | 第12回全国天領ゼミナール記録集

てんびんの里文化学習セン | 五個荘町文化財調査報告33山本遺跡第3次調査

ター | 

(財)古代挙協曾 | 古代文化第49巻第 8~ 10号

富田林市石川化石発掘調査団| 富田林の足跡化石

想~十年を振り返って~

河内長野市遺跡調査会報xv上原遺跡、同XVI 天野山金剛寺遺跡、同X

W 高向遺跡、同XVlll栄町南遺跡

アンコール文化遺産保護共同研究報告書 I平成 5年度~平成 7年度

朝鮮学報第163輯

土地改良総合野島地区ほ場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報、土地

改良総合野島地区ほ場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報2、野島 E

遺跡発掘調査概要報告書、稲荷山古墳ほか第二火力発電所建設に伴う埋蔵

文化財確認調査、被井戸古墳ほか調査報告書第 5集

吉備人出版 | 垣間みた吉備の原始古代

博物館等建設推進九州会議・ | 文明のクロスロード MusewnKyushu通巻56号

岸和田市立文化会館

河内長野市遺跡調査会

奈良国立文化財研究所

朝鮮学会

御坊市遺跡調査会

編集委員会

大江町教育委員会 | 大江町文化財調査報告書第 2集、同第 3集

大山崎町教育委員会 | 大山崎町文化財年報平成 8年度、大山崎町埋蔵文化財調査報告書第 3集

京都府立丹後郷土資料館 | 古代のくらしとうつわ 須恵器一

京都府立総合資料館 | 京都府資料目録追録No.13

京都市歴史資料館 | 京都市歴史資料館年報No.15平成 9年度事業計画 ・平成 8年度事業報告、

京都の医学

大山崎町歴史資料館 | 自治の街、大山崎町

宇治市歴史資料館 ! 王朝人の浄土、平成8年度 ・1996

京都大学埋蔵文化財研究セ | 京都大学構内遺跡調査研究年報1993年度

ンター | 

口丹波史談会 | 丹波史談平成 8・9年度合併号

宗教法人東福寺 | 東福寺常楽庵(開山堂 ・相の問・昭堂)修理工事報告書

中山修一先生追悼文集刊行会i中山修一先生追悼文集

京都府立ゼミナールハウス | 安定社会の総合研究一ことがおこる・つづく /なかだちをめぐってー

伊奥田光宏 | じんもんこん第4号、「人文科学とコンピュータJ研究のてびき 1996、同

1997 

大野左千夫

寒川旭

橋口達也

樋口隆康

松井忠春

森下衛

森島康雄

山本祐作

シンポジウム製塩土器の諸問題

地質調査所研究資料集No.303平成 8年度活断層研究調査概要報告書

中種子町埋蔵文化財調査報告書(3 )種子島・島ノ峯遺跡

東アジアの稲作起源と古代稲作文化、 三角縁神獣鏡と邪馬台国

海東華厳宗利浄石寺

伽耶史復元のための福泉洞古墳群の再照明、 三国時代の動物園、遺物に描

かれた古代文字

出土銭貨第 8号

東播磨第 4号

q
L
 

F
h
u
 



編集後記

年の瀬も近づきましたが、情報66号が完成しましたのでお届けします。

本号では、今年度の当調査研究センターの実施しました発掘調査の内で

特に成果のあがりました 3件につきまして、抄報を掲載しました。また、

職員の研究成果をまとめたものや、毎年実施している共同研究事業で取材

したときの文章もあわせて掲載いたしましたので、御味読下さい。

(編集担当=土橋誠)

京都府埋蔵文化財情報第66号

平成 9年12月26日

発行 (財)京都府埋蔵文化財調査研究
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〒617 向日市寺戸町南垣内40番の 3

Phone (075)933-3877 (代)

印刷 三 星商事印刷株式会社
干604 京都市中京区新町通竹屋町下ル

Phone (075)256-0961 (代)
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